
Title 『烏臺筆補』譯註稿

Author(s) 淺見, 洋二; 沖田, 道成; 佐藤, 貴保 他

Citation 中国研究集刊. 2002, 30, p. 63-92

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/61183

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



3331 

『
烏
盪
筆
補
』

元
・
王
憚
撰
『
秋
澗
先
生
大
全
文
集
』
（
以
下
『
秋
澗
集
』
と
略
す
）

巻
八
四
、
『
烏
蛋
筆
補
』
（
二
）
の
全
文
に
日
本
語
繹
と
注
繹
と
を

付
す
。
〇
原
文
は
四
部
叢
刊
本
に
腺
り
、
『
元
人
文
集
珍
本
叢
刊
』
（
新
文
豊

出
版
公
司
）
の
そ
れ
を
邁
宜
参
照
し
た
。

0
『
秋
澗
集
』
の
巻
敷
と

巻
内
の
順
番
に
従
っ
て
、
各
案
件
に
そ
れ
ぞ
れ
番
琥
を
付
し
た
。
た

と
え
ば
、
八
四
—
四
と
は
巻
八
四
の
四
番
目
の
案
件
の
意
で
あ
る
。

〇
原
文
中
の
誤
字
な
い
し
術
字
は
（
）
で
示
し
、
正
し
い
と
思
わ

れ
る
字
、
脱
字
を
〔
〕
で
示
し
た
（
文
字
の
異
同
や
校
訂
に
開
わ

る
こ
と
は
、
【
註
】
に
お
い
て
も
邁
宜
言
及
す
る
）
。
〇
改
行
と
空
格

は
原
形
に
倣
い
、
各
條
文
の
表
題
部
分
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら
改
行

と
空
格
が
何
の
字
に
射
す
る
も
の
か
を
注
記
し
た
。

O
意
味
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
原
文
中
の
略
字
は
、
こ
れ
を
な
る
べ
く
原
形
の
ま
ま
残

し
た
。

0
【
註
】
中
に
い
う
（
漢
）
は
『
漢
語
大
詞
典
』
、
（
宋
元
）

は
劉
潜
庵
編
著
『
宋
元
語
言
詞
典
』
、
（
張
）
は
張
相
『
詩
詞
曲
語
辟

繹
註
稿

雁
繹
』
の
略
で
あ
る
。

弾
柳
城
縣
官
汚
濫
事
朕

今
罷
察
得
、
博
州
柳
城
縣
周
縣
手
、
至
元
六
年
冬
、
典
部
内
良
人

妻
阿
曹
通
奸
゜
其
秦
主
簿
亦
於
営
年
秋
、
前
往
上
口
鎮
倉
部
狼
、

典
部
民
凋
貨
郎
女
通
奸
゜
倶
各
私
下
用
錢
折
合
、
休
和
了
営
。
就

問
得
本
路
司
吏
朱
勉
、
典
所
察
相
同
。
今
来
切
詳
、
縣
弔
・
主
簿
倶

係
牧
民
之
官
、
承
流
宣
化
、
爾
政
風
俗
者
也
。
今
侵
犯
部
民
、
其

汚
濫
非
違
如
此
。
合
行
糾
劾
゜

【繹】

卿
城
縣
の
官
の
不
正
行
為
を
弾
劾
す
る
意
見
書

い
ま
質
地
に
取
り
調
べ
た
と
こ
ろ
‘
博
州
聯
城
縣
の
周
縣
手
は
、

至
元
六
年
(
―
二
六
九
）
の
冬
、
管
轄
下
の
平
民
の
妻
で
あ
る
阿
曹

八
四
ー

浅

見

洋

二

沖

田

道

成

加

藤

聰

佐

藤

貴

保

高
橋
文
治
中
村
健
太
郎
向
正
樹
山
本
明
志

(63) 
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と
密
通
し
た
。
聯
城
縣
の
秦
主
簿
も
ま
た
、
そ
の
年
の
秋
、
上
口

鎮
の
倉
に
税
糧
を
集
め
に
赴
い
た
際
に
、
管
轄
下
の
小
間
物
賣
り

で
あ
る
凋
の
む
す
め
と
密
通
し
た
。
い
ず
れ
も
、
う
ら
で
金
錢
に

換
算
し
、
示
談
に
し
て
い
る
。
い
ま
思
う
に
、
縣
手
・
主
簿
は
い
ず

れ
も
牧
民
官
で
あ
り
、
お
上
の
教
化
を
う
け
て
風
俗
を
正
す
べ
き

者
た
ち
で
あ
る
。
管
轄
下
の
民
を
侵
犯
し
、
か
く
も
不
正
・
違
法
行

為
を
は
た
ら
い
て
い
る
。

弾
劾
書
を
お
く
る
べ
き
で
あ
る
。

【註】
〇
汚
濫
ー
主
に
官
吏
の
汚
職
、
不
正
行
為
を
い
う
。
『
南
村
綴
耕
録
』

巻
一
九
「
蘭
駕
上
書
」
に
「
水
旱
・
災
雙
の
連
年
息
ま
ざ
る
は
、
官

に
官
の
汚
濫
に
由
る
」
と
あ
る
。

O
状
ー
お
上
へ
の
訴
え
朕

の
こ
と
を
「
告
状
」
と
い
う
よ
う
に
、
上
級
の
官
醗
へ
提
出
す
る

文
書
を
一
括
し
て
「
状
」
と
い
っ
た
。
本
稿
で
は
、
王
憚
の
意
を

く
ん
で
便
宜
的
に
「
意
見
書
」
と
膵
す
。

O
儒
察
得
ー
「
髄
」

は
み
ず
か
ら
行
う
こ
と
。
「
得
」
は
語
助
。

O
良
人
ー
「
賤
」

「
隷
」
で
な
く
、
税
の
射
象
と
な
る
戸
籍
を
持
つ
者
を
継
稲
し
て

「
良
人
」
と
い
う
。

0
阿
曹
ー
『
五
代
史
平
話
』
「
漢
史
平
話
」

巻
上
に
、
劉
光
賛
の
妻
・
蘇
氏
の
告
状
が
掲
載
さ
れ
、
「
劉
阿
蘇
の

状
」
と
い
う
。
既
婚
女
性
は
、
夫
の
姓
と
自
分
の
姓
の
間
に
「
阿
」

の
字
を
お
い
て
文
書
に
記
し
た
。
こ
こ
に
い
う
「
阿
」
は
そ
の
「
阿
」
。

0
部
狼
ー
部
内
（
所
轄
）
の
「
税
糧
」
（
場
合
に
よ
っ
て
は
銀
）
を
集

め
る
こ
と
。
そ
の
役
人
を
「
部
糧
官
」
と
も
稲
し
た
。
『
元
典
章
』

「
戸
部
」
(

I

0
)
に
「
若
し
本
磨
、
正
官
・
櫂
官
を
差
し
て
将
ち

来
た
ら
ず
、
若
し
失
陥
、
税
石
の
不
足
あ
ら
ば
、
各
廣
の
達
魯
花

赤
・
管
民
官
・
部
糧
官
は
首
従
を
分
か
た
ず
、
一
同
に
断
罪
す
」
と

あ
る
。
な
お
、
本
案
件
に
お
い
て
「
営
年
の
秋
」
と
あ
る
の
は
、

「
部
糧
」
が
秋
に
行
わ
れ
る
か
ら
。
秦
主
簿
は
聯
城
縣
の
主
簿
、

そ
の
聯
城
縣
の
倉
庫
が
上
口
鎮
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
上
口
鎮
が

ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
聯
城
縣
の
大
運
河
沿
い
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
。

O
私
下
ー
「
こ
っ
そ
り
と
」
「
闇
ル
ー

ト
で
」
「
う
ら
で
」
の
意
。

O
折
合
ー
「
折
」
は
「
換
算
す
る
」

の
意
。
金
に
換
算
し
て
折
り
合
う
こ
と
。

O
休
和
ー
「
休
」

は
「
休
書
（
離
縁
欣
）
」
の
「
休
」
。
お
し
ま
い
に
し
て
和
解
す
る
こ

と
。
示
談
。

O
了
営
ー
終
わ
る
。
こ
の
時
代
に
は
、
「
問
嘗
」

「
断
営
」
な
ど
、
「
嘗
」
を
つ
け
て
二
昔
節
化
さ
れ
る
動
詞
が
い
く

つ
か
あ
る
。
（
張
）
参
照
。

O
就
問
ー
『
吏
學
指
南
』
「
推
鞠
」

に
「
甲
事
も
て
官
に
到
り
て
又
た
乙
事
を
問
う
が
如
き
者
を
謂
う
」

と
あ
る
。
直
接
問
い
た
だ
す
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

O

切
詳
ー
「
切
」
は
、
「
切
見
」
「
切
惟
」
の
「
切
」
と
同
様
で
、
「
窺
」

の
略
字
。
一
種
の
謙
譲
語
。
「
切
詳
」
は
「
参
照
」
と
同
義
。
記
述

者
自
ら
が
参
考
意
見
を
付
す
場
合
に
用
い
る
。
ま
た
、
「
切
詳
」
「
参

照
」
の
射
語
は
「
詳
照
」
で
、
こ
ち
ら
は
文
書
の
受
け
手
が
「
つ

(64) 
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ま
び
ら
か
に
す
る
」
場
合
に
用
い
る
。

O
爾
政
ー
「
政
」
は

「
整
」
な
い
し
「
正
」
の
昔
通
。
「
扉
整
（
正
）
」
は
「
爾
消
」
と

同
意
。

0
行
|
文
書
を
お
く
る
こ
と
。

八
四
ー
ニ

論
中
都
喪
祭
證
薄
事
欣

切
惟
、
送
終
人
子
之
大
事
。
今
見
中
都
、
風
俗
薄
悪
、
於
喪
祭
之

證
、
有
返
嘗
糾
正
者
。
如
父
母
之
喪
、
例
皆
焚
燒
以
為
営
然
゜
習

既
成
風
、
括
不
知
痛
。
敗
俗
傷
化
、
無
重
於
此
。
契
勘
、
係
契
丹

遺
風
。
其
在
漢
民
、
断
不
可
訓
。
理
合
禁
止
、
以
厚
薄
俗
。
外
握

除
六
、
無
問
貴
賤
、
多
破
錢
物
、
市
一
切
紙
作
房
室
・
侍
従
・
車
馬

等
儀
物
。
不
惟
生
者
虚
費
、
於
死
者
窟
無
所
盆
、
亦
乞
一
就
禁
止
。

撮
此
合
行
具
呈
。

【膵】

中
都
の
葬
祭
の
證
が
棧
薄
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
意
見
書

死
者
を
送
り
祭
る
こ
と
は
人
の
子
と
し
て
の
重
要
な
つ
と
め
で

あ
る
。
い
ま
思
う
に
、
中
都
の
風
俗
は
棧
薄
で
、
葬
儀
・
祭
證
に
つ

い
て
す
み
や
か
に
正
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
父
母
の
葬

儀
に
際
し
、
み
な
火
葬
に
し
て
そ
れ
を
営
然
の
こ
と
と
し
、
風
習

と
な
っ
て
悲
し
む
こ
と
を
知
ら
な
い
。
風
俗
教
化
を
損
な
う
も
の

と
し
て
こ
れ
よ
り
ひ
ど
い
も
の
は
あ
る
ま
い
。
も
と
を
た
だ
せ
ば

契
丹
の
遺
風
で
あ
る
が
、
「
中
原
の
民
」
に
決
し
て
手
本
と
さ
せ
る

べ
き
で
は
な
い
。
火
葬
を
禁
止
し
て
、
棧
薄
な
風
俗
を
正
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
「
除
六
」
に
つ
い
て
は
、
富
者
も
貧
者
も
金
品
を
餘

計
に
使
い
、
（
死
者
の
た
め
の
）
紙
で
で
き
た
屋
敷
・
侍
従
・
車
馬
な

ど
諸
々
の
供
え
物
を
買
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
輩
に
生
者
に
と
っ
て

浪
費
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
死
者
に
と
っ
て
も
何
の
盆
も
な
い
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
併
せ
て
禁
止
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
具
呈
書
を
お
く
る
べ
き
で
あ
る
。

【註】
0
中
都
ー
金
の
中
都
を
指
す
。
の
ち
「
南
城
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

こ
の
案
件
が
出
さ
れ
た
徽
時
、
大
都
は
完
成
し
て
い
な
い
（
『
烏
喜

筆
補
』
八
四
ー
一
四
参
照
）
。
〇
切
惟
ー
「
切
惟
」
「
切
見
」
は

こ
う
し
た
文
書
の
書
き
出
し
の
言
薬
。
「
切
」
に
つ
い
て
は
八
四
ー

一
の
註
参
照
。

O
契
勘
|
宋
元
期
に
多
用
さ
れ
た
吏
贖
語
で
、

お
く

『
吏
學
指
南
』
「
殺
端
」
の
條
は
「
事
の
應
に
推
瞼
し
て
行
る
者
を

謂
う
」
と
い
う
。
（
宋
元
）
は
「
査
問
、
査
核
」
と
す
る
。
「
契
」

は
「
照
合
す
る
」
、
「
勘
」
は
「
照
合
し
て
裏
を
と
る
」
の
意
。

〇
漢
民
ー
こ
の
時
代
の
「
漢
」
は
一
種
の
地
域
名
稲
で
あ
り
、
一

般
的
に
は
晉
金
朝
治
下
を
指
す
。
こ
こ
に
い
う
「
漢
民
」
は
「
契

丹
」
の
到
語
で
あ
り
、
「
中
原
の
民
」
と
い
っ
た
意
だ
と
思
わ
れ
る

{ 65) 
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八
四
ー
三

蓋
聞
、
武
丁
學
干
甘
盤
琥
殷
高
宗
、
孝
宣
起
於
民
間
為
漢
（
今
）

[
令
]
主
。
（
以
）
唐
太
視
朝
以
子
治
観
政
、
世
宗
東
巡
以
允
恭
監

國
゜
斯
二
君
者
、
登
特
為
元
嗣
、
廣
聰
明
、
達
民
事
而
已
゜
蓋
将

正
紳
明
之
器
、
分
夙
夜
之
憂
、
繋
臣
鄭
之
心
、
慰
億
兆
之
望
、
撫

軍
監
國
皆
其
事
也
。
而
買
生
亦
云
、
「
太
子
正
而
天
下
定
芙
」
。
恭

惟
燕
王
殿
下
春
秋
鼎
盛
、
孝
敬
日
隆
、
今
者
守
中
令
領
櫃
府
、

皇
太
子
親
政
事
欣

（
「
燕
王
」
「
聖
」
で
空
格
）

が
、
そ
こ
に
民
族
の
意
識
が
ふ
く
ま
れ
る
か
否
か
は
よ
く
解
ら
な

い。

0
外
璃
ー
「
ほ
か
に
ー
に
つ
い
て
は
」
の
意
。
「
腺
」
は

お
そ
ら
く
「
至
於
」
の
合
昔
字
で
あ
ろ
う
。

O
除
六
ー
待
考
。

前
後
の
文
脈
か
ら
推
し
て
、
佛
教
に
か
か
わ
る
行
事
を
言
う
と
思

わ
れ
る
。
一
年
の
服
喪
期
間
を
終
え
て
の
六
年
後
、
す
な
わ
ち
七

回
忌
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
か
（
そ
の
場
合
の
「
除
」
は
「
喪
が
明
け

る
」
の
意
。
「
除
霊
」
の
誤
り
の
可
能
性
も
あ
る
）
、
あ
る
い
は
六
根
・
六

欲
・
六
害
・
六
賊
の
類
を
除
く
行
事
を
い
う
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

な
お
四
庫
全
書
本
の
『
秋
澗
集
』
は
こ
の
二
字
を
「
除
該
」
に
作

る
が
誤
り
で
あ
ろ
う
。

O
一
切
ー
「
も
ろ
も
ろ
の
」
の
意
。

「
す
べ
て
の
」
の
意
で
は
な
い
。

O
一
就
ー
「
一
緒
に
」
の

意
。
（
漢
）
（
宋
元
）
参
照
。

然
首
居
重
器
‘
未
嘗
事
事
。
且
古
之
聖
人
宜
其
如
舜
、
尚
歴
試
諸

難
用
彰
玄
徳
。
以
憚
愚
慮
、
誠
宜
早
正
位
琥
、
伸
射
理
庶
務
、

仰
承
黄
屋
之
心
、
俯
署
宵
宮
之
事
。
如
毎
歳
春
車
駕
巡
幸
上
都
、

燕
王
殿
下
居
守
陪
京
、
撫
臨
漢
地
、
握
一
府
之
櫃
、
控
百
辟

之
重
、
伸
容
智
足
臨
、
日
深
治
道
。
又
念
、
方
今
聖
天
子
、

以
仁
厚
恭
倹
率
先
天
下
、
而
織
證
者
於
稼
稽
銀
難
之
事
、
又
不
可

不
知
也
。
不
然
、
沿
邊
将
士
自
較
閲
以
来
、
上
下
負
責
不
蒙
自
新
、

雖
欲
功
過
相
営
、
将
何
所
明
。
若
高
秋
馬
肥
、
奉
将
天
威
撫
巡
江

漢
、
以
之
頒
摘
禄
秩
、
赦
宥
過
俣
、
登
特
旗
織
壁
曼
精
彩
一
新
、

亦
将
作
士
氣
、
邊
畏
荊
、
懐
遠
方
、
安
新
附
。
復
有
奮
忠
娼
力
、

建
非
常
之
功
於
目
前
者
癸
°
其
争
先
快
親
謳
歌
慶
幸
、
倍
於
尋
常

萬
萬
也
。
又
省
記
頃
者
、
太
子
合
昔
夕
、
在
先
朝
時
、
已
以
位
琥

之
正
、
判
署
教
條
、
親
諭
漢
官
。
絃
非
其
事
。
典
能
若
是
固
盤
石

之
基
、
定
天
下
之
本
、
計
執
大
於
此
者
。
憚
職
分
雖
卑
猥
、
嘗
言

責
゜
國
之
大
事
、
敢
冒
昧
敷
陳
゜

聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
武
丁
は
甘
盤
に
學
ん
で
殷
の
高
宗
と
な
り
、

孝
宣
皇
帝
は
民
間
か
ら
身
を
起
し
て
漢
の
名
君
に
な
っ
た
と
い
う
。

【膵】

皇
太
子
が
み
ず
か
ら
政
務
を
と
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
の

意
見
書
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盾
の
太
宗
は
子
の
治
に
政
務
を
執
ら
せ
、
金
の
世
宗
も
東
巡
の
際

に
は
太
子
の
允
恭
に
摘
政
を
さ
せ
た
が
、
治
と
允
恭
の
二
君
は
、

太
子
と
し
て
の
知
見
を
搬
げ
、
行
政
に
通
じ
る
た
め
だ
け
に
天
子

の
政
務
を
て
つ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
。
一
方
で
は
、
後
継
者
と
し

て
の
名
分
を
明
ら
か
に
し
、
皇
帝
の
仕
事
を
分
揃
し
て
臣
僚
や
萬

民
の
期
待
に
こ
た
え
、
軍
を
統
括
し
て
、
支
配
す
る
こ
と
が
重
要

な
職
務
で
あ
っ
た
。
漢
の
買
誼
も
「
太
子
が
正
し
け
れ
ば
天
下
は

安
泰
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
つ
つ
し
ん
で
思
う
に
、
燕
王
殿
下
（
員

金
）
は
年
齢
も
盛
ん
な
お
り
で
、
孝
順
の
饗
れ
も
高
い
。
い
ま
や

中
書
令
と
な
り
梱
密
院
を
率
い
て
お
ら
れ
る
の
に
、
重
要
な
立
場

の
中
心
に
あ
っ
て
、
い
ま
だ
何
の
仕
事
も
し
て
お
ら
れ
な
い
。
古

の
聖
人
の
な
か
で
も
模
範
と
す
べ
き
は
舜
で
あ
る
が
、
そ
の
舜
で

す
ら
さ
ま
ざ
ま
な
試
練
を
経
て
高
い
徳
を
あ
ら
わ
し
た
。
わ
た
＜

し
王
憚
が
思
う
に
、
燕
王
は
早
急
に
後
継
者
と
し
て
の
名
分
を
明

ら
か
に
し
、
ご
自
身
か
ら
庶
務
を
慮
理
さ
れ
、
陛
下
の
御
心
を
仰

い
で
皇
太
子
と
し
て
の
仕
事
に
臨
ま
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
と

え
ば
、
陛
下
が
毎
年
春
に
上
都
に
巡
幸
さ
れ
る
際
に
は
、
燕
王
殿

下
が
副
都
・
燕
京
に
お
ら
れ
、
漢
地
に
臨
ん
で
か
な
め
を
お
さ
え
、

諸
侯
の
重
鎮
た
ち
を
統
制
さ
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
「
聰
明
叡
智
に

し
て
以
て
臨
む
に
足
る
」
主
君
と
し
て
、
日
々
治
道
に
精
通
し
て

い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
。

い
ま
、
陛
下
（
ク
ピ
ラ
イ
）
は
「
仁
厚
」
「
恭
倹
」
の
徳
で
天
下

の
先
頭
に
た
っ
て
は
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
を
織
ぐ
も
の
は
、
民

事
・
軍
事
に
つ
い
て
も
十
分
通
暁
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
憲
宗
モ
ン
ケ
の
検
閲
を
受
け
て
以
来
、
國
境
沿
い
の
将

士
は
上
も
下
も
責
任
の
み
を
負
わ
さ
れ
、
い
ま
だ
に
一
新
を
こ
う

む
ら
ず
、
せ
め
て
功
績
に
よ
っ
て
過
去
の
過
失
を
相
殺
し
た
い
と

思
っ
て
も
、
そ
の
努
力
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い

る
か
ら
で
あ
る
。
秋
深
ま
り
馬
も
肥
え
る
こ
ろ
、
天
の
威
厳
を
奉

じ
て
長
江
・
漢
水
あ
た
り
（
南
宋
）
を
撫
巡
す
る
折
に
は
、
燕
王
殿

下
を
正
式
に
皇
太
子
と
さ
れ
、
そ
れ
を
機
に
将
士
に
奉
給
を
典
え

恩
赦
を
し
く
な
ら
ば
、
前
線
の
状
況
が
輝
き
を
ま
し
て
一
新
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
士
氣
を
た
か
め
、
撥
荊
を
遠
ざ
け
、
遠
方
の
人

々
を
て
な
ず
け
、
投
降
し
た
民
を
安
心
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
し
、
忠
義
を
ふ
る
っ
て
大
き
な
戦
功
を
近
い
将
来
に
立
て
る
人

物
も
で
て
く
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
、
み
な
先
を
争
っ

て
陛
下
の
多
幸
を
歎
喜
し
、
通
常
に
も
ま
し
て
聖
天
子
の
御
世
を

謳
歌
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
、
過
去
を
顧
み
る
に
、
か
つ
て
太
子
の
合
昔
万
（
カ
シ
ダ
イ
）

は
先
朝
の
折
に
、
正
式
な
立
場
を
典
え
ら
れ
て
政
務
を
執
り
、
漢

人
の
官
を
み
ず
か
ら
指
導
し
た
が
、
こ
れ
は
皇
太
子
親
政
の
よ
い

前
例
で
は
あ
る
ま
い
か
。
皇
太
子
を
立
て
、
國
家
磐
石
の
基
礎
を

固
め
て
天
下
の
根
本
を
定
め
る
こ
と
に
比
較
す
れ
ば
、
他
は
す
べ

て
些
事
で
あ
る
。
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わ
た
く
し
憚
の
職
分
は
小
さ
い
が
、
御
史
蓋
に
つ
と
め
る
身
で

あ
る
。
ご
公
家
の
大
事
で
あ
る
の
で
、
不
明
を
恐
れ
ず
私
見
を
述

べ
た
。

【註】
0
武
丁
ー
殷
の
第
二

0
代
の
王
、
高
宗
。
民
間
の
賢
臣
で
あ
る
甘

盤
に
學
び
、
即
位
後
か
れ
を
相
と
し
た
。

O
孝
宣
ー
漢
の
宣

帝
。
謡
は
孝
宣
皇
帝
。
武
帝
の
曾
孫
。
武
帝
の
太
子
阪
嫡
事
件
に

連
座
し
て
皇
族
籍
を
剥
奪
さ
れ
た
が
、
後
、
偶
然
に
よ
っ
て
民
間

か
ら
帝
位
に
つ
い
た
。

O
（
以
）
唐
太
視
朝
ー
「
以
」
は
術

字
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
暦
太
」
は
唐
の
太
宗
。
玄
武
門
の
ク
ー
デ

タ
ー
に
よ
っ
て
帝
位
に
つ
い
た
。
彼
は
営
初
、
長
子
を
後
継
指
名

し
て
い
た
が
、
次
子
と
の
間
に
後
継
者
争
い
が
お
こ
り
、
苦
慮
の

す
え
第
三
子
の
治
を
継
承
者
に
選
定
し
た
。

0
世
宗
ー
金
朝

の
五
代
皇
帝
世
宗
。
海
陵
王
の
南
征
中
に
北
方
で
ク
ー
デ
タ
ー
を

起
こ
し
帝
位
に
つ
い
た
。
彼
は
大
定
二
五
、
六
年
に
祖
宗
の
地
で

あ
る
上
京
に
巡
幸
し
、
そ
の
際
に
皇
太
子
の
允
恭
（
顕
宗
）
を
監

國
に
任
命
し
た
。
こ
の
允
恭
は
世
宗
に
先
立
ち
、
皇
太
孫
章
宗
が

の
ち
に
皇
帝
に
な
る
。
な
お
、
殷
の
武
丁
、
漢
の
宣
帝
、
眉
の
太

宗
、
金
の
世
宗
は
み
な
正
統
な
皇
位
継
承
者
で
は
な
く
、
偶
然
や

ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
＿
帝
位
に
つ
い
た
。
唐
の
太
宗
に
い
た
っ
て

は
、
み
ず
か
ら
兄
弟
を
殺
害
し
て
帝
位
を
奪
っ
た
の
で
あ
り
、
ク

ビ
ラ
イ
と
ア
リ
ク
・
プ
ケ
の
争
い
が
そ
こ
に
暗
に
托
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
お
そ
ら
く
間
違
い
な
い
。

O
買
生
ー
前
漢
の
文
臣
、

買
誼
。
「
太
子
正
し
け
れ
ば
云
々
」
は
、
「
陳
政
事
疏
」
（
『
漢
書
』
巻

四
八
「
買
誼
偲
」
）
に
あ
る
言
薬
。

O
燕
王
ー
世
祖
ク
ビ
ラ
イ

の
嫡
子
、
慎
金
（
チ
ン
キ
ム
）
。
名
は
佛
典
に
由
来
す
る
。
『
佛
祖
歴

代
通
載
』
巻
三
二
に
よ
れ
ば
、
そ
の
誕
生
時
に
ク
ビ
ラ
イ
の
潜
邸

に
招
か
れ
て
い
た
海
雲
輝
師
印
簡
が
命
名
し
た
と
い
う
（
岩
井
大
慧

『
日
支
佛
教
史
論
孜
』
東
洋
文
庫
、
一
九
五
七
参
照
）
。
中
統
三
年
に
燕

王
に
封
じ
ら
れ
（
陳
樫
『
通
鑑
績
編
』
は
中
統
二
年
と
す
る
）
、
中
書
令

を
帯
び
た
。
四
年
に
兼
梱
密
院
事
と
な
る
。
正
式
に
皇
太
子
に
冊

立
さ
れ
た
の
は
至
元
一

0
年
三
月
（
『
元
史
』
列
偲
（
二
）
「
裕
宗
偲
」
、

『
元
典
章
』
「
詔
令
」
(
-
)
「
立
后
建
儲
詔
」
参
照
）
。
〇
陪
京
ー

こ
こ
で
は
燕
京
地
逼
の
こ
と
。
燕
京
を
陪
京
と
呼
ぶ
の
は
、
皇
帝

の
い
る
場
所
を
「
京
」
「
都
」
と
す
る
偲
統
的
観
念
が
あ
っ
た
か
ら

だ
ろ
う
が
（
皇
帝
ク
ピ
ラ
イ
は
上
都
に
季
節
移
動
し
て
お
り
燕
京
は
留
守

に
な
っ
て
い
る
）
、
上
都
と
燕
京
を
含
む
廣
い
地
域
を
一
種
の
首
都

圏
と
し
た
ク
ピ
ラ
イ
の
意
圏
を
王
憚
が
あ
る
い
は
理
解
し
て
、
そ

う
表
現
し
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
上
都
と
燕
京
を
含

む
廣
い
地
域
を
一
種
の
首
都
圏
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『
元
典

章
』
「
詔
令
」
(
-
)
「
建
國
都
詔
」
参
照
。
こ
の
詔
令
は
中
統
五
年

八
月
に
出
さ
れ
て
い
る
。

O
百
辟
ー
『
尚
書
』
や
『
詩
経
』

に
あ
る
言
薬
で
、
諸
侯
を
指
す
。
こ
こ
で
は
「
諸
投
下
」
を
い
う
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の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

O
容
智
足
臨
ー
『
中
庸
』
第
一
八
章

に
あ
る
「
唯
だ
天
下
の
至
聖
の
み
、
能
＜
聰
明
叡
知
に
し
て
、
以

て
臨
む
こ
と
あ
る
に
足
る
」
を
用
い
る
。
こ
の
言
薬
を
王
憚
が
も

し
『
四
書
集
註
』
か
ら
取
っ
た
と
す
れ
ば
、
朱
子
學
北
漸
の
賓
例

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

O
較
閲
ー
「
鉤
考
較
閲
」
。
こ
の
四
字

を
略
し
て
「
鉤
較
」
と
も
い
う
。
検
閲
の
意
。
こ
こ
で
い
う
「
較

閲
」
は
、
『
元
史
』
「
憲
宗
本
紀
」
丁
巳
年
に
「
理
算
錢
穀
」
と
表

現
さ
れ
、
同
書
「
世
祖
本
紀
」
(
-
)
に
「
大
い
に
鉤
考
を
加
う
」

と
記
述
さ
れ
る
事
件
‘
す
な
わ
ち
、
憲
宗
モ
ン
ケ
が
ク
ビ
ラ
イ
の

異
志
を
疑
い
、
ア
ラ
ン
ダ
ー
ル
を
派
遣
し
て
「
検
閲
」
せ
し
め
た

事
件
を
い
う
だ
ろ
う
。

O
合
昔
タ
ー
太
宗
オ
ゴ
デ
イ
の
第
五

子
、
合
失
（
夕
）

Q
A
S
I
 (
D
A
I
)
。
カ
イ
ド
ゥ
の
父
に
あ
た
る
。
チ

ン
ギ
ス
が
西
夏
を
降
し
た
時
期
に
生
ま
れ
た
た
め
、
そ
れ
に
因
ん

で
「
河
西
（
西
夏
の
領
土
の
意
）
」
と
名
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。
カ

シ
が
太
子
だ
っ
た
こ
と
を
い
う
記
録
に
つ
い
て
は
、
漢
語
文
献
で

は
本
案
件
以
外
に
も
『
黒
靱
事
略
』
徐
露
疏
が
あ
る
が
、
比
較
的

信
頼
の
置
け
る
史
料
で
本
案
件
の
よ
う
に
「
位
琥
の
正
を
も
っ
て

政
務
に
営
っ
た
」
こ
と
を
は
っ
き
り
記
述
す
る
例
は
、
西
方
文
献

を
視
野
に
い
れ
て
も
お
そ
ら
く
皆
無
だ
ろ
う
。

O
典
能
ー

「
能
」
と
「
寧
」
は
同
昔
で
あ
っ
た
た
め
、
し
ば
し
ば
通
用
さ
れ

る
。
「
典
能
」
は
「
典
寧
」
。
下
文
の
「
執
」
と
呼
應
し
て
、
い
ず

れ
が
選
摺
さ
れ
る
べ
き
か
を
問
う
。

【諄】

博
州
継
管
楊
庭
訓
が
任
地
に
赴
か
な
い
こ
と
を
弾
劾
す
る

意
見
書

今
謄
察
到
、
前
博
州
路
継
管
楊
庭
訓
、
本
官
妥
自
宣
州
次
官
陸
充

河
間
路
総
管
同
知
、
再
考
授
博
州
路
継
管
、
於
今
年
七
月
内
、
祗

受
宣
命
・
虎
符
、
充
延
安
府
継
管
。

朝
廷
恩
私
、
待
以
不
薄
、
不
期
録
連
保
欣
、
輻
自
献
投
、
以
延
安

為
下
路
、
欲
難
其
行
、
以
少
中
為
梢
降
、
妄
攀
別
例
、
一
意
傲
求
‘

有
栃
廉
節
。
兼
照
得
、
之
官
程
限
已
有
定
例
。
其
楊
庭
訓
、
自
祗

受
以
来
経
今
四
月
有
餘
、
推
延
事
故
‘
逗
通
不
行
。
（
恐
）
臣
子
之

分
不
嘗
如
此
、
事
愚
非
違
。
合
行
糾
劾
゜

今
、
賓
地
に
取
り
調
べ
た
と
こ
ろ
、
先
の
博
州
路
継
管
楊
庭
訓

は
、
宣
徳
州
の
同
知
（
次
官
）
か
ら
昇
進
し
て
河
間
路
線
管
同
知
と

な
り
、
任
期
二
回
六
0
箇
月
で
博
州
路
継
管
に
除
せ
ら
れ
た
。
今

年
の
七
月
か
ら
、
つ
つ
し
ん
で
カ
ア
ン
の
絞
任
朕
と
虎
頭
金
符
を

お
受
け
し
て
、
延
安
府
継
管
に
充
て
ら
れ
た
が
、
帝
の
格
別
の
お

ぼ
し
召
し
を
頂
き
、
か
く
も
厚
い
待
遇
を
受
け
な
が
ら
、
は
か
ら

八
四
ー
四
弾
博
州
継
管
楊
庭
訓
不
之
任
状

（
「
宣
命
」
で
空
格
、
「
朝
廷
」
で
改
行
平
出
）
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ず
も
保
任
状
を
添
付
し
て
ほ
し
い
ま
ま
に
意
見
書
を
提
出
し
、
延

安
を
下
路
と
し
て
赴
任
を
し
ぶ
り
、
少
中
大
夫
を
降
格
と
し
て
勝

手
に
他
の
き
ま
り
に
こ
じ
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
自
身
の
都
合

を
ひ
た
す
ら
要
求
す
る
の
は
官
と
し
て
の
道
義
に
も
と
り
、
そ
の

上
、
思
え
ば
赴
任
の
所
要
期
日
に
は
す
で
に
き
ま
り
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
楊
庭
訓
は
、
カ
ア
ン
の
御
命
令
を
う
け
て
以
来
四
箇

月
あ
ま
り
、
あ
れ
こ
れ
理
由
を
か
こ
っ
て
逗
留
し
、
赴
任
し
な
い
。

臣
下
の
身
分
で
か
く
も
ふ
と
ど
き
な
の
は
違
法
行
為
で
あ
る
。

弾
劾
書
を
お
く
る
べ
き
で
あ
る
。

【註】

〇
楊
庭
訓
ー
『
元
史
』
「
世
祖
本
紀
」
（
一
）
、
中
統
二
年
一

0
月
庚

子
の
條
に
「
西
京
雨
路
の
官
民
を
括
す
。
批
馬
を
有
す
る
も
の
は

皆
従
軍
せ
し
め
、
宣
徳
州
の
楊
庭
訓
を
し
て
こ
れ
を
統
べ
し
む
。

有
力
の
も
の
は
自
か
ら
甲
杖
を
備
え
、
無
力
の
も
の
は
官
よ
り
典

え
て
供
給
す
」
と
あ
る
。
ま
た
同
書
「
世
祖
本
紀
」
（
五
）
、
至
元

―
二
年
二
月
戊
申
の
條
に
も
「
史
天
澤
卒
す
。
湘
顕
・
楊
庭
訓
を
召

し
て
赴
開
せ
し
む
」
と
あ
る
。
他
に
博
記
資
料
は
残
さ
れ
て
い
な

い
が
、
か
な
り
有
力
な
武
人
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
『
元

史
』
や
『
事
林
廣
記
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
遷

轄
の
法
」
は
至
元
元
年
に
は
じ
ま
っ
た
と
い
う
。
楊
庭
訓
は
、
右

に
示
し
た
と
お
り
中
統
二
年
の
段
階
で
宣
徳
州
の
同
知
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
か
ら
、
「
遷
轄
の
法
」
が
賓
施
さ
れ
た
至
元
元
年
に
河
間

路
継
管
同
知
に
轄
出
し
、
再
考
六

0
箇
月
で
博
州
路
線
管
、
そ
れ

か
ら
三

0
箇
月
後
に
延
安
府
継
管
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

〇
妥
自
ー
『
秋
澗
集
』
巻
八
二
『
中
堂
事
記
』
（
下
）
に
「
妥
古
迫

今
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。
「
妥
」
は
「
自
」
の
意
。

O

宣
州
ー
上
記
『
元
史
』
「
世
祖
本
紀
」
(
-
)
に
「
宣
徳
州
の
楊
庭

訓
」
と
あ
る
よ
う
に
、
宣
州
は
宣
徳
州
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。

0
次
官
ー
こ
こ
で
は
同
知
の
こ
と
。
内
閣
文
庫
本
『
事
林
廣
記
』

別
集
巻
二
「
外
任
諸
街
門
官
職
」
の
表
に
従
え
ば
正
五
品
。

〇
祗
受
ー
絞
任
状
を
拝
受
す
る
こ
と
を
「
祗
受
」
と
い
う
。
「
祗
」

は
「
敬
」
の
意
。

O
宣
命
・
虎
符
ー
五
品
以
上
の
官
員
が
絞
任

状
を
受
け
る
場
合
、
中
書
省
が
「
制
文
」
を
書
き
、
皇
帝
の
玉
印

を
押
し
た
絞
任
状
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
。
こ
の
絞
任
状
を
「
宣

命
」
と
い
う
。
「
宣
」
と
は
皇
帝
の
こ
と
ば
の
意
。
ま
た
、
三
品
以

上
の
官
員
に
は
、
綾
任
欣
と
セ
ッ
ト
で
パ
イ
ザ
が
興
え
ら
れ
た
。

「
虎
符
」
と
は
こ
の
パ
イ
ザ
の
謂
。
し
た
が
っ
て
、
延
安
府
総
管

は
三
品
以
上
の
役
職
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
玉
印
に
つ
い
て
は
『
元

史
』
「
世
祖
本
紀
」
（
二
）
至
元
元
年
七
月
己
亥
の
條
、
パ
イ
ザ
に

つ
い
て
は
『
元
典
章
』
「
吏
部
」
（
三
）
「
軍
官
」
の
條
、
参
照
。

〇
録
連
ー
文
書
に
添
付
書
類
を
つ
け
る
こ
と
を
「
連
」
と
い
う
。

他
に
「
貼
連
」
「
頭
連
」
等
の
タ
ー
ム
が
あ
る
。

O
輻
自
ー
「
輛
」

は
「
勝
手
に
」
の
意
。
「
自
」
は
二
昔
節
化
す
る
た
め
に
付
い
た
も
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の。

O
献
投
ー
「
投
欣
」
の
「
投
」
を
二
昔
節
化
し
た
も
の
。

「
投
献
」
と
も
い
う
。

O
少
中
—
少
中
大
夫
の
謂
。
『
元
史
』

「
百
官
志
」
（
七
）
文
散
官
四
十
二
階
の
表
、
『
元
典
章
』
「
吏
部
」

(
-
）
「
官
制
」
、
内
閣
文
庫
本
『
事
林
廣
記
』
別
集
巻
一
「
大
元

官
制
」
の
表
等
は
少
中
大
夫
を
亜
中
大
夫
（
従
三
品
）
と
す
る
。
『
元

史
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
少
中
大
夫
は
延
祐
年
間
に
亜
中
大
夫
に

改
め
ら
れ
た
と
い
う
。
少
中
大
夫
の
名
稲
は
金
制
を
襲
う
も
の
（
従

四
品
）
。
『
金
史
』
「
百
官
志
」
(
-
)
参
照
。

O
之
官
程
限
ー
赴

任
に
か
か
る
所
用
期
間
・
期
限
に
つ
い
て
は
、
『
元
典
章
』
「
吏
部
」

（
四
）
「
赴
任
程
限
等
例
」
参
照
。

O
推
延
ー
「
推
」
は
「
推

故
」
の
意
で
、
「
理
由
を
か
こ
つ
」
の
意
。

近
為
延
安
路
線
管
楊
庭
訓
不
赴
任
事
、
已
鰹
具
呈
、
未
蒙
定
奪
。

切
聞
、
上
蛋
照
勘
植
察
本
官
元
行
文
巻
。
意
者
登
謂
憲
司
已
有
先

行
、
故
遅
遅
其
意
。
却
縁
憚
證
訪
此
事
、
前
後
月
餘
、
綾
方
得
賓
゜

腺
本
登
事
理
、
妓
不
知
會
、
至
於
愚
見
偶
典
鉤
意
略
同
、
行
之
似

不
相
妨
。
緑
元
状
止
弾
本
官
為
路
小
官
降
‘
故
違
朝
命
、
八

十
餘
日
不
行
之
官
。
至
於
自
投
保
欣
、
曾
不
知
愧
、
即
係
弾
章
中

引
拇
、
事
意
本
非
正
情
。
設
若
在
先
亦
有
此
等
事
髄
未
嘗
糾
弾
、

八

四

ー

五

第

二

欣（「
朝
命
」
で
空
格
）

億
今
後
更
有
似
此
事
同
而
情
理
深
重
者
、
憚
等
合
無
其
行
典
否
。

拇
此
合
行
載
呈
。

【諜】
第
二
の
意
見
書

最
近
、
「
延
安
路
継
管
楊
庭
訓
が
任
地
に
赴
か
な
い
こ
と
に
つ
い

て
」
と
い
う
文
書
を
上
申
し
た
が
、
ま
だ
何
の
決
定
も
い
た
だ
い
て

い
な
い
。
聞
け
ば
、
御
史
大
夫
タ
ガ
チ
ャ
ル
殿
は
、
楊
を
直
接
取

り
調
べ
た
既
送
書
類
を
お
調
べ
に
な
っ
た
と
い
う
。
「
提
刑
按
察
司

た
ち
に
は
す
で
に
前
例
が
あ
ろ
う
か
ら
」
と
、
こ
と
さ
ら
に
そ
の
決

定
を
遅
ら
せ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
し
か
る
に
、
本
件
は
わ
た
く
し
憚
が
み
ず
か
ら
現
地
へ
赴

き
、
前
後
一
箇
月
あ
ま
り
も
か
か
っ
て
や
っ
と
事
賓
を
つ
き
と
め

た
結
果
の
上
申
な
の
で
あ
る
。
御
史
大
夫
の
お
仕
事
に
つ
い
て
は

わ
た
く
し
の
理
解
の
及
ば
ぬ
所
で
は
あ
る
が
、
憚
の
愚
見
が
た
ま

た
ま
タ
ガ
チ
ャ
ル
殿
の
ご
叡
慮
と
嬰
わ
ら
ぬ
場
合
に
は
、
こ
れ
を

賓
行
し
て
も
さ
し
つ
か
え
は
あ
る
ま
い
。
と
い
う
の
は
、
も
と
も

と
の
意
見
書
は
、
楊
が
路
も
小
さ
く
位
も
降
格
に
な
る
こ
と
を
理

由
に
、
故
意
に
朝
廷
の
命
に
さ
か
ら
い
、
八
0
日
あ
ま
り
も
任
地

に
赴
か
な
い
こ
と
を
弾
劾
し
た
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
自
分

か
ら
保
任
状
を
さ
し
出
し
て
全
く
恥
を
知
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
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は
、
弾
劾
文
中
に
證
握
を
引
い
た
が
、
そ
こ
で
の
趣
旨
は
賓
情
ど

お
り
で
は
な
い
。
か
り
に
、
以
前
に
も
こ
の
よ
う
な
事
件
が
あ
っ

た
と
し
て
、
そ
の
者
が
糾
弾
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
し
似
た
よ

う
な
ケ
ー
ス
で
更
に
深
刻
な
事
態
が
起
こ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
憚

等
は
営
然
そ
の
可
否
を
述
べ
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
も
う
い
ち
ど
具
呈
書
を
お
く
る
べ
き
で
あ

る。【註】

〇
為
＼
事
ー
公
文
書
の
標
題
を
示
す
語
。
「
為
」
は
省
略
さ
れ
る
こ

と
も
多
い
。

O
定
奪
ー
『
吏
學
指
南
』
「
署
事
」
の
條
に
、
「
事

務
の
義
を
取
決
す
る
を
謂
う
」
と
あ
る
。
「
定
（
肯
定
）
」
と
「
奪
（
否

定
）
」
の
い
ず
れ
か
に
決
定
を
下
す
意
だ
が
、
一
般
的
に
は
「
否
」

の
決
定
を
下
す
意
に
用
い
る
。
こ
こ
は
前
者
の
意
。

O
上
喜

_
『
秋
澗
集
』
巻
八
三
『
烏
蛋
筆
補
』
(
-
)
に
「
上
下
蛋
と
は
、

大
夫
・
中
丞
を
上
壼
と
為
し
、
侍
御
史
以
下
を
下
驀
と
為
す
」
と
あ

る
。
上
薮
と
は
、
こ
の
場
合
、
御
史
大
夫
を
指
す
。
ま
た
、
『
元
史
』

「
世
祖
本
紀
」
（
三
）
至
元
五
年
七
月
の
條
に
、
「
御
史
蛋
を
立
つ
。

右
丞
相
塔
察
兒
を
以
っ
て
御
史
大
夫
と
為
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、

嘗
時
御
史
大
夫
だ
っ
た
の
は
オ
ッ
チ
ギ
ン
家
の
タ
ガ
チ
ャ
ル
で
あ

る。

O
照
勘
ー
八
四
ー
ニ
「
契
勘
」
の
註
参
照
。

O
憲

司
ー
宋
・
周
必
大
『
二
老
堂
雑
志
』
巻
四
は
「
憲
部
と
は
刑
部
な
り
、

憲
蛋
と
は
御
史
蛋
な
り
、
今
は
直
だ
諸
路
刑
獄
を
以
て
憲
と
為
す
」

と
述
べ
る
。
「
憲
司
」
と
は
「
提
刑
按
察
司
」
の
謂
で
あ
り
、
「
司
」

は
按
察
司
の
「
司
」
を
取
っ
た
も
の
。
な
お
、
『
元
史
』
「
百
官
志
」

（
二
）
は
「
國
初
、
提
刑
按
察
司
を
四
道
に
立
つ
。
曰
く
山
東
東

西
道
、
曰
く
河
東
映
西
道
、
曰
く
山
北
東
西
道
、
曰
く
河
北
河
南

道
。
至
元
六
年
、
提
刑
按
察
司
を
以
て
勧
農
事
を
兼
ね
し
む
」
と

い
う
。
本
件
に
闘
わ
る
の
は
山
東
東
西
道
提
刑
按
察
司
で
あ
ろ
う
。

〇
縁
ー
「
由
干
」
と
い
っ
た
意
。
「
因
」
等
と
同
様
の
意
だ
が
、
「
因
」

等
が
「
所
以
」
等
を
前
提
と
し
て
上
文
に
置
か
れ
る
の
に
到
し
、

「
縁
」
は
し
ば
し
ば
下
文
に
置
か
れ
、
原
因
・
来
源
を
示
す
。
ま
た
、

「
却
縁
」
と
熟
す
こ
と
も
多
く
、
そ
の
場
合
は
、
「
＼
と
い
う
否
定

的
（
マ
イ
ナ
ス
の
）
理
由
が
あ
る
」
と
い
う
意
に
な
る
と
い
う
（
『
田

中
謙
二
著
作
集
』
（
二
）
汲
古
書
院
、
二
0
0
0
参
照
）
。

0
本
嶽

_
「
本
」
は
「
該
」
な
い
し
「
其
」
の
意
で
、
上
文
で
す
で
に
述

べ
た
人
な
い
し
事
を
指
す
。
こ
こ
で
は
「
上
蛋
」
を
指
す
だ
ろ
う
。

〇
知
會
ー
「
理
會
」
と
同
意
。

O
鉤
意
ー
「
鉤
」
は
「
鉤
旨
」

と
い
う
場
合
の
「
鉤
」
で
、
一
般
に
は
一
品
官
以
上
の
朝
臣
に
射

す
る
尊
敬
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

O
事
意
本
非
正
情
ー
「
事

意
」
が
具
罷
的
に
何
を
指
す
か
よ
く
解
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
前

文
に
「
弾
章
中
引
拇
」
と
い
う
か
ら
、
「
弾
章
中
に
證
拇
を
ひ
い
て

述
べ
た
」
内
容
と
考
え
た
。
ま
た
、
「
正
情
」
は
お
そ
ら
く
「
正
経
」

と
い
っ
た
意
だ
ろ
う
。

O
合
無
ー
反
語
。
必
ず
行
う
べ
き
で
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あ
る
こ
と
を
言
う
助
辟
゜

會
瞼
、
河
南
行
中
書
省
杏
該
、
去
歳
屯
田
子
粒
一
百
萬
石
内
、
明

該
屯
戸
牧
分
語
句
。
今
謄
訪
得
、
止
牧
到
栢
穀
、
（
又
）
〔
人
〕
馬

料
粟
、
通
計
約
四
十
餘
萬
石
、
其
牧
分
興
民
敷
目
、
至
今
不
曾
給

付
。
使
失
業
之
民
二
萬
三
千
餘
戸
、
往
返
千
里
、
却
於
住
貫
般
易

緞
根
、
以
供
朝
夕
。
貧
者
至
咽
食
草
木
、
陳
告
無
所
以
致
、
往
往

逃
蹴
、
至
有
畢
屯
全
空
者
。
切
惟
、
屯
田
大
計
、
営
草
創
之
際
、

所
宜
務
遠
圏
、
固
根
本
、
開
布
恩
信
、
撫
養
新
集
、
遵
固
（
予
）

〔
典
〕
之
道
、
植
久
駐
之
基
。
不
務
出
此
、
将
上
項
子
粒
、
公
文

明
該
除
敷
、
賓
恵
曾
不
及
民
、
使
官
食
前
言
、
民
有
飢
色
。
張
虚

敷
、
以
要
上
知
、
顧
小
利
而
（
欽
）
〔
敵
〕
衆
怨
、
既
非

國
家
之
便
、
又
非
持
久
成
大
功
之
遠
略
也
。
其
昧
上
虐
下
、
是
闇

姦
欺
゜
腺
此
合
行
糾
呈
。

【繹】

河
南
行
省
の
屯
田
に
お
い
て
穀
物
が
配
分
に
涌
た
ず
に
分

け
典
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
意
見
書

河
南
行
中
書
省
の
杏
文
を
照
會
し
て
み
る
に
、
去
年
の
屯
田
の

八
四
—
六

論
河
南
行
省
屯
田
子
粒
不
賓
分
牧
典
民
事
朕

（
「
國
家
」
で
改
行
平
出
）

穀
物
・
百
萬
石
の
う
ち
、
「
屯
田
戸
の
取
り
分
と
し
て
云
々
」
と
い

う
こ
と
ば
が
は
っ
き
り
と
書
か
れ
て
い
る
。
い
ま
賓
地
に
調
査
し

て
み
た
と
こ
ろ
、
受
け
取
っ
た
種
も
み
と
草
料
・
糧
粟
は
合
計
お
よ

そ
四
〇
餘
萬
石
だ
け
で
あ
り
、
取
り
分
と
し
て
民
に
典
え
ら
れ
る

べ
き
現
物
は
今
に
至
る
ま
で
給
付
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
結
果
、

生
活
の
す
べ
を
失
っ
た
民
二
萬
三
千
戸
餘
り
は
、
千
里
も
の
道
程

を
往
復
し
て
、
本
籍
地
で
食
料
を
調
達
し
、
日
々
の
食
に
供
し
て

い
る
。
貧
し
い
も
の
は
草
木
を
食
む
ま
で
と
な
り
果
て
、
上
申
し

よ
う
に
も
申
し
立
て
る
す
べ
も
な
く
‘
し
ば
し
ば
逃
亡
し
て
、
集

蕗
中
が
無
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
所
ま
で
あ
る
。

思
う
に
、
屯
田
は
牡
大
な
事
業
で
あ
る
。
王
朝
草
創
の
こ
の
時

に
す
べ
き
は
、
未
来
を
見
通
し
て
根
幹
を
固
め
、
恩
徳
信
義
を
し

き
ひ
ろ
げ
て
蹄
順
者
を
い
た
わ
り
、
圏
結
の
道
に
し
た
が
っ
て
末

永
く
駐
留
で
き
る
基
礎
を
う
ち
た
て
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
る
に

そ
れ
に
つ
と
め
ず
、
前
出
の
穀
物
に
つ
い
て
は
公
文
書
に
差
し
引

き
分
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
に
、
賓
際
の
分
け
前
は
全
く
民
に
典

え
ら
れ
て
い
な
い
。
官
方
は
前
言
を
ひ
る
が
え
し
、
民
は
困
窮
し

て
い
る
。
偽
り
の
敷
字
を
畢
げ
て
い
る
の
な
ら
、
お
上
に
報
告
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
小
さ
な
利
を
氣
に
し
て
民
衆
の
怨
み
を

か
っ
て
い
る
の
な
ら
、
こ
公
家
の
利
に
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
困

難
を
克
服
し
て
成
功
を
牧
め
る
道
に
も
反
す
る
で
あ
ろ
う
。
上
に

背
き
下
を
虐
げ
る
こ
と
は
、
よ
こ
し
ま
な
詐
欺
行
為
で
あ
る
。
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こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
糾
弾
の
た
め
の
具
呈
書
を
お
く
る
べ

き
で
あ
る
。

【註】
0
河
南
行
省
屯
田
ー
『
元
史
』
「
兵
志
」
（
三
）
、
「
河
南
行
省
所
轄

軍
民
屯
田
」
の
條
に
「
（
至
元
）
六
年
、
襄
・
奨
を
攻
め
る
に
軍
餡

の
足
ら
ざ
る
を
以
て
、
南
京
・
河
南
・
蹄
徳
諸
路
の
編
民
二
萬
餘
戸

を
殺
し
て
唐
・
部
・
申
・
裕
等
娼
に
立
屯
せ
し
む
」
と
あ
る
。
本
案
件

が
い
う
河
南
行
省
屯
田
と
は
恐
ら
く
こ
れ
を
指
す
。
な
お
、
河
南

行
中
書
省
に
つ
い
て
は
、
『
元
史
』
「
世
祖
本
紀
」
（
三
）
至
元
五
年

1
0
月
の
條
に
「
河
南
等
路
行
中
書
省
を
立
て
、
参
知
政
事
阿
里

を
以
て
行
中
書
省
事
と
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
至
元
五
年
一

0
月

に
設
立
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
『
元
史
』
「
世
祖
本
紀
」

（
四
）
至
元
八
年
正
月
の
條
に
、
「
中
書
省
の
臣
、
言
え
ら
く
、
『
前

に
旨
有
り
て
、
臣
を
し
て
福
密
院
・
御
史
蛋
と
と
も
に
河
南
行
省
の

阿
里
伯
等
の
置
き
し
所
の
南
陽
等
慮
の
屯
田
を
議
せ
し
む
。
臣
等

以
為
ら
く
、
凡
そ
屯
田
の
人
戸
は
皆
な
内
地
の
中
産
の
民
に
し
て
、

遠
徒
さ
れ
業
を
失
う
。
宜
し
く
之
を
本
籍
に
還
す
べ
し
。
其
れ
南

京
・
南
陽
・
蹄
徳
等
の
民
賦
は
、
今
よ
り
悉
く
折
し
て
米
糧
を
輸
さ

し
め
、
便
近
の
地
に
貯
え
て
以
て
襄
陽
の
軍
食
に
給
す
べ
し
。
前

に
屯
田
せ
し
所
は
、
阿
里
伯
、
自
ら
無
炊
引
伏
を
以
て
せ
り
。
宜

し
く
州
郡
を
し
て
民
を
募
り
耕
佃
せ
し
む
べ
し
』
と
。
之
れ
に
従

う
」
と
あ
り
、
こ
こ
に
言
う
「
南
陽
等
慮
の
屯
田
」
が
、
本
案
件

の
言
う
「
河
南
の
屯
田
」
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
「
河

南
の
屯
田
」
は
、
河
南
行
省
の
阿
里
伯
等
が
「
内
地
の
中
産
の
民
」

を
「
遠
徒
」
し
て
、
「
襄
陽
の
軍
食
に
給
す
べ
く
」
至
元
六
年
に
賓

施
し
た
が
、
至
元
七
年
に
は
破
綻
し
て
、
「
中
書
省
の
臣
」
と
「
櫃

密
院
・
御
史
盪
」
が
協
議
し
た
結
果
、
八
年
正
月
に
は
際
止
が
決
定

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

O
子
粒
ー
も
み
つ
き
、
も
み
な
し
の
穀

物
の
総
稲
。

O
賓
分
牧
典
ー
「
分
を
み
た
し
て
牧
典
す
る
」

と
解
し
た
。

O
會
瞼
河
南
行
中
書
省
杏
ー
「
會
瞼
」
の
語
はおく

『
吏
學
指
南
』
「
殺
端
」
の
條
に
見
え
、
「
事
の
應
に
證
條
し
て
行

る
べ
き
者
を
謂
う
」
と
あ
る
。
こ
の
「
會
」
と
は
、
「
所
轄
を
ま
た

い
で
集
ま
る
・
集
め
る
」
の
謂
。
同
書
「
推
鞠
」
の
條
に
は
「
會
問
」

の
語
が
あ
り
、
「
事
の
他
司
に
関
わ
る
に
、
理
と
し
て
須
く
會
取
し

て
問
う
べ
き
者
を
謂
う
」
と
あ
る
。
ま
た
、
河
南
行
中
書
省
の
杏

文
は
、
こ
の
場
合
恐
ら
く
中
書
省
に
宛
て
ら
れ
て
殺
せ
ら
れ
た
も

の
。
文
頭
で
「
會
瞼
」
と
い
い
、
「
握
」
と
い
わ
な
い
の
は
、
行
省

か
ら
中
書
省
に
宛
て
ら
れ
た
文
書
を
参
照
す
る
か
ら
で
あ
る
。

0
明
該
ー
「
該
」
は
「
そ
れ
」
の
意
で
、
吏
贖
文
に
お
い
て
し
ば

し
ば
公
文
書
の
引
用
を
導
く
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
『
元
典
章
』

中
で
は
「
明
該
」
も
そ
う
し
た
語
彙
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
は
っ
き

り
と
し
た
そ
れ
と
し
て
」
の
意
で
、
「
明
降
」
と
似
た
ニ
ュ
ア
ン
ス

を
も
つ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

O
栢
穀
ー
種
も
み
。

O
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（
又
）
〔
人
〕
馬
料
粟
|
「
又
」
は
「
人
」
の
、
字
形
に
よ
る
誤
り

と
考
え
た
。
「
人
馬
料
粟
」
は
、
「
馬
の
草
料
と
民
の
糧
粟
」
と
理

解
し
た
。

O
敷
目
ー
「
敷
」
の
意
。
「
牧
分
典
民
敷
目
」
と
い

っ
た
場
合
、
金
錢
等
に
換
算
し
た
も
の
を
想
定
す
べ
き
場
合
と
、

現
物
を
想
定
す
べ
き
場
合
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
お
そ
ら
く
現
物

で
あ
ろ
う
。

O
般
易
ー
「
般
」
は
「
搬
」
と
通
ず
る
。

〇
固
（
予
）
〔
典
〕
ー
「
固
く
く
み
す
る
、
結
び
つ
く
」
の
意
。
底

本
が
「
予
」
に
作
る
の
は
、
「
典
」
と
昔
が
通
ず
る
こ
と
に
由
来
す

る
誤
り
で
あ
ろ
う
。
『
春
秋
左
氏
偲
』
「
襄
公
十
一
年
」
に
「
楚
の

あ
た

敢
て
敵
ら
ざ
れ
ば
、
而
る
後
固
典
す
べ
き
な
り
」
と
あ
る
。

0
不
務
出
此
ー
上
文
の
あ
る
べ
き
理
想
と
、
下
文
の
至
ら
ぬ
現
状

と
を
連
接
す
る
た
め
の
表
現
。
『
烏
蛋
筆
補
』
八
七
ー
ニ
に
も
見
え

る。

O
除
敷
|
数
量
を
減
じ
る
意
で
あ
ろ
う
が
、
「
除
」
が
引

き
算
、
割
り
算
の
い
ず
れ
を
指
す
の
か
は
未
詳
。
ま
た
、
文
中
に

「
一
百
萬
石
」
「
四
十
餘
萬
石
」
な
ど
穀
物
の
量
を
示
す
こ
と
ば
が

見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
が
具
罷
的
に
ど
の
よ
う
な
闘
係
に
あ
る
の

か
は
、
こ
の
文
章
に
よ
る
限
り
で
は
判
然
と
し
な
い
。

O
食

言
ー
嘘
を
つ
く
。
『
尚
書
』
「
湯
誓
」
に
も
見
え
る
語
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
『
春
秋
左
氏
偲
』
「
哀
公
二
十
五
年
」
の
「
是
れ
言
を
食

ら
う
こ
と
多
け
れ
ば
、
能
＜
肥
ゆ
る
こ
と
無
か
ら
ん
や
」
を
踏
ま

え
て
、
後
の
「
民
有
飢
色
」
と
の
射
比
を
表
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

切
見
、
河
南
係
邊
防
重
地
、
耕
戦
之
大
本
所
在
。
今

國
家
用
兵
江
漢
、
開
置
屯
田
、
示
其
久
駐
、
非
特
取
襄
陽
而
已
゜

為
今
之
計
、
宜
分
治
撫
養
、
以
官
河
南
根
本
為
急
。
照
得
、
河
南
‘

地
方
寛
闊
、
東
西
二
千
、
南
北
一
千
餘
里
。
跨
州
連
郡
、
大
小
七

十
餘
城
、
軍
民
一
十
八
萬
戸
。
雖
不
及
往
時
、
賓
亡
金
一
國
也
。

今
止
設
網
府
一
道
、
使
都
轄
於
上
。
府
治
又
慮
北
偏
、
東
南
州
郡
、

半
典
南
界
犬
牙
交
入
、
如
眉
・
部
・
徐
・
邪
・
奄
・
穎
等
州
、
去
京
近
者

五
六
百
里
。
少
有
緩
急
‘
其
簿
書
期
會
、
往
返
交
錯
、
首
尾
相
應
、

動
輛
月
餘
。
不
惟
僻
集
生
受
、
其
賓
難
以
控
制
。
兼
平
時
典
多
故

事
勢
不
同
。
自
攻
守
襄
陽
已
来
、
轄
輸
調
度
、
百
色
所
須
取
僻
、

有
司
急
於
星
火
。
今
而
亦
同
止
轄
三
雨
州
者
、
張
官
置
吏
、
一
髄

勾
営
、
縦
（
彼
）
〔
抜
〕
人
オ
、
固
難
負
荷
。
此
特
官
府
之
難
易
耳
゜

所
可
慮
者
、
逝
南
屯
田
大
（
復
）
〔
覆
〕
壊
散
、
往
往
避
役
、
致
有

（
条
）
〔
畢
〕
屯
全
空
者
。
其
患
、
在
不
隷
州
府
、
衆
人
眈
候
、
無

有
専
任
責
者
故
也
。
又
値
蛙
旱
連
年
、
軍
民
困
苦
、
替
猶
群
羊
敷

萬
、
被
擾
不
安
。
雖
居
牧
地
、
且
乏
水
草
、
又
令
一
人
看
管
放
牧
‘

未
見
其
安
且
便
也
。
以
憚
愚
見
、
合
無
将
河
南
地
面
分
作
四
路
。

以
蹄
徳
為
一
路
、
而
徐
・
邪
・
宿
・
奄
隷
之
、
以
察
州
為
一
路
、
而
陳
・

穎
・
唯
・
息
隷
之
、
以
部
州
為
一
路
、
而
申
・
裕
・
唐
隷
之
、
以
南
京

八
四
ー
七
論
河
南
分
作
四
路
事
欣

（
「
國
家
」
で
改
行
平
出
）
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為
一
路
、
而
鉤
・
許
・
嵩
・
汝
・
鄭
・
延
隷
之
。
其
選
任
官
吏
、
比
之
常

調
、
増
加
品
秩
、
庶
勉
勧
事
功
、
人
争
炊
用
。
外
拇
所
該
屯
田
地

面
、
其
府
官
、
令
兼
帯
螢
田
使
職
名
、
於
上
提
貼
勾
嘗
外
、
三
路

所
有
屯
田
戸
主
、
常
加
存
値
、
将
彼
此
事
情
、
互
相
照
料
、
撫
養

其
生
業
、
休
息
其
困
乏
、
使
一
方
軍
民
、
及
居
者
・
屯
者
、
雨
不
失

所
‘
方
為
稲
職
。
然
後
、
限
以
歳
年
、
責
其
成
妓
、
以
憑
考
較
、

別
議
陸
降
。
如
此
、
庶
得
軍
民
雨
安
、
政
成
化
理
、
事
無
嗽
慢
゜

邊
防
之
重
地
既
安
、
耕
戦
之
大
本
又
立
、
以
攻
以
守
投
之
、
所
向

無
不
如
意
。
若
貪
外
虚
内
、
置
已
有
而
不
値
‘
圏
必
争
之
要
害
、

是
猶
荒
膏
映
之
地
、
不
為
耕
稼
、
而
求
不
可
治
之
石
田
。
（
恐
切
）

〔
切
恐
〕
為
隣
人
之
軽
且
笑
也
。
外
拇
惧
定
・
平
陽
雨
路
、
亦
宜
標

撥
州
縣
、
男
立
散
府
、
使
直
隷
省
部
管
領
‘
其
於
官
・
民
亦
為
雨
便
、

且
免
夫
末
大
不
挿
之
虞
‘
得
強
幹
弱
枝
之
道
芙
。
拇
此
合
行
具
呈
。

【諄】

河
南
を
分
割
し
て
四
路
と
す
る
こ
と
を
論
じ
る
意
見
書

河
南
は
邊
境
防
備
の
要
地
で
あ
り
、
耕
・
戦
の
根
本
と
な
る
地
で

あ
る
。
ご
公
家
が
長
江
・
漢
水
の
地
に
兵
を
用
い
、
屯
田
を
な
ら
ベ

て
河
南
に
軍
を
置
く
意
志
を
し
め
さ
れ
た
の
は
、
た
だ
襄
陽
を
陥

蕗
さ
せ
る
た
め
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
い
ま
考
え
る
に
、
分
割
し

て
民
を
養
い
、
河
南
の
根
本
を
充
賓
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
で
あ
ろ

う。
さ
て
河
南
は
、
方
形
で
幅
廣
＜
、
東
西
は
二
千
里
、
南
北
は
一

千
里
あ
ま
り
、
所
闇
の
州
は
七
十
城
あ
ま
り
、
軍
・
民
は
一
八
萬
戸
。

往
年
の
比
で
は
な
い
と
は
い
え
、
賓
に
亡
金
一
國
に
値
す
る
。
い

ま
は
行
中
書
省
を
―
つ
設
置
し
て
上
か
ら
統
轄
さ
せ
て
い
る
が
、

継
府
の
所
在
地
（
開
封
）
は
北
に
偏
っ
て
お
り
、
東
南
諸
州
の
半

ば
は
犬
の
牙
が
交
錯
す
る
よ
う
に
南
宋
と
國
境
を
接
し
て
、
唐
・
部
・

徐
・
邪
・
奄
・
穎
な
ど
の
州
は
南
京
（
開
封
）
か
ら
近
い
も
の
で
も
五
‘

六
百
里
は
あ
る
。
少
し
で
も
差
し
迫
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
文
書
・

帳
簿
の
照
合
だ
け
で
も
何
度
か
往
復
し
て
、
隠
理
し
終
え
る
の
に

た
ち
ま
ち
一
箇
月
は
た
っ
て
し
ま
う
。
徴
税
・
調
達
に
支
障
が
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
賓
際
に
は
統
制
が
き
か
な
い
。
さ
ら
に
、
多
難

な
折
は
平
時
と
情
勢
が
異
な
る
。
襄
陽
の
攻
防
が
始
ま
っ
て
以
来
、

輸
送
や
調
達
、
必
需
品
の
用
意
に
役
所
は
忙
殺
さ
れ
て
い
る
。
二
、

三
の
州
を
管
轄
す
る
網
管
府
と
同
様
の
敷
の
人
員
で
仕
事
を
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
い
く
ら
有
能
な
人
材
を
選
ぼ
う
と
、
営
然
の
こ
と

な
が
ら
責
任
を
も
っ
て
隠
理
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
だ
し
こ
れ

は
、
各
役
所
に
お
け
る
業
務
の
繁
閑
の
差
の
問
題
に
す
ぎ
な
い
。

さ
ら
に
憂
慮
す
べ
き
は
、
黄
河
以
南
の
屯
田
が
壊
滅
し
、
努
役

を
逃
れ
て
集
蕗
全
開
が
無
人
に
な
っ
た
例
も
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

問
題
貼
は
、
屯
田
が
州
・
府
の
管
理
下
に
な
く
、
人
々
が
務
め
を
怠

っ
て
も
責
任
を
負
う
者
が
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
た
と
え
て
言
え
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ば
、
敷
萬
の
羊
の
群
れ
が
不
安
に
お
び
え
、
牧
地
に
い
な
が
ら
水

や
草
が
な
く
、
そ
の
上
、
一
人
に
放
牧
を
任
せ
て
安
全
と
便
宜
を

確
保
で
き
な
い
、
と
い
っ
た
状
況
に
似
て
い
る
。

わ
た
く
し
憚
の
考
え
で
は
、
河
南
の
地
を
分
割
し
て
四
路
と
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
蹄
徳
を
一
路
と
し
、
こ
れ
に
徐
・
邪
・
宿
・
奄
を
隷

闇
さ
せ
る
。
察
州
を
一
路
と
し
、
こ
れ
に
陳
・
穎
・
唯
・
息
を
隷
開
さ

せ
る
。
部
州
を
一
路
と
し
、
こ
れ
に
申
・
裕
・
唐
を
隷
麗
さ
せ
る
。

南
京
を
一
路
と
し
、
こ
れ
に
鉤
・
許
・
嵩
・
汝
・
鄭
・
延
を
隷
闇
さ
せ
る

の
で
あ
る
。
ま
た
、
官
吏
を
任
命
す
る
際
に
は
通
常
よ
り
も
位
階

を
上
げ
て
や
れ
ば
、
進
ん
で
手
柄
を
立
て
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
し
、

能
力
も
競
い
合
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
、
関
係
の
屯
田
地
に

あ
っ
て
は
、
総
管
府
の
官
に
螢
田
使
の
職
を
兼
任
さ
せ
、
（
蹄
徳
・
察

州
・
部
州
の
）
三
路
の
屯
田
戸
主
す
べ
て
を
救
済
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
情
を
互
い
に
勘
案
し
、
そ
の
生
業
を
安
定
さ
せ
て
困
窮
か
ら
救

い
、
各
地
域
の
軍
戸
・
民
戸
・
住
人
・
屯
田
戸
と
も
ど
も
暮
ら
し
が
立

つ
よ
う
に
し
て
は
じ
め
て
、
「
職
務
を
果
た
し
た
」
と
い
う
評
債
を

あ
た
え
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
の
ち
に
、
年
限
を
決
め
て
責
任

を
負
わ
せ
、
査
定
に
し
た
が
っ
て
昇
進
と
降
格
と
を
議
論
す
る
。

そ
う
す
れ
ば
、
軍
・
民
と
も
に
安
定
し
、
政
治
・
教
化
は
整
っ
て
、

職
務
に
も
怠
慢
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
邊
境
防
備
の
要
地
が
安

定
す
れ
ば
、
耕
・
戦
の
根
本
も
完
成
し
て
、
攻
守
と
も
ど
も
思
う
が

ま
ま
に
な
る
。
も
し
外
に
ば
か
り
目
を
向
け
て
内
を
な
お
ざ
り
に

し
、
既
存
の
土
地
を
大
切
に
せ
ず
に
要
害
の
地
ば
か
り
を
貪
る
な

ら
ば
、
肥
沃
な
土
地
を
捨
て
て
石
田
を
求
め
る
の
と
同
様
、
隣
人

の
笑
い
の
種
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
倶
定
と
平
陽
の
二
路
に
つ
い
て
も
、
州
・
縣
の
線
引
き

を
行
っ
て
散
府
を
立
て
、
そ
の
散
府
を
中
書
省
に
直
隷
さ
せ
る
の

が
、
官
・
民
と
も
に
有
盆
で
あ
り
、
「
枝
薬
が
肥
大
し
て
幹
を
弱
め

る
」
危
惧
を
避
け
る
道
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
具
呈
書
を
お
く
る
べ
き
で
あ
る
。

【註】

〇
國
家
用
兵
江
漢
ー
ク
ビ
ラ
イ
は
至
元
五
年
に
河
南
行
省
を
設
置
、

翌
六
年
に
は
盾
・
部
・
申
・
裕
等
の
地
域
に
屯
田
を
置
き
（
前
件

の
註
参
照
）
、
南
宋
攻
撃
に
本
格
的
に
乗
り
出
す
。
本
案
件
は
そ
う

し
た
状
況
下
で
書
か
れ
た
河
南
経
螢
の
具
体
策
で
あ
る
。

O

軍
民
—
こ
こ
で
「
軍
民
」
と
一
括
さ
れ
て
い
る
人
た
ち
が
ど
う
い

う
人
た
ち
な
の
か
よ
く
解
ら
な
い
。

O
簿
書
期
會
—
文
書
・
帳

簿
の
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
に
定
期
的
に
集
ま
る
こ
と
。
『
漢
書
』
巻
四

八
「
買
誼
偲
」
参
照
。

O
動
輻
ー
「
動
不
動
（
や
や
も
す
れ
ば
）
」

の
意
。

O
絣
集
ー
（
税
や
穀
類
を
）
「
そ
ろ
え
る
」
「
集
め
る
」

の
意
。

O
調
度
—
「
調
達
」
「
調
達
す
る
」
の
意
。

O
取

餅
ー
「
僻
集
」
と
同
意
。

O
（
彼
）
ー
「
彼
」
は
「
抜
」
の
、

字
形
か
ら
く
る
誤
り
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
役
」
の
可
能
性
も
あ
る
。
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〇
逝
南
ー
こ
の
時
代
の
文
献
に
あ
っ
て
は
「
逝
南
」
と
「
以
南
」

と
は
使
い
分
け
が
あ
り
、
本
案
件
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
「
逝
南
」

は
多
く
の
場
合
獨
立
し
て
用
い
ら
れ
（
何
の
南
側
か
は
述
べ
ら
れ
な

い
）
、
「
は
る
か
南
側
」
ま
で
含
め
て
い
う
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ

こ
で
は
黄
河
以
南
を
指
す
だ
ろ
う
。

0
大
復
ー
「
復
」
の
字

が
よ
く
解
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
「
覆
」
の
意
で
考
え
た
。

O

（
条
）
ー
「
条
」
は
「
睾
」
の
、
略
字
の
字
形
か
ら
く
る
誤
り
。

〇
一
人
看
管
放
牧
ー
こ
こ
で
放
牧
の
臀
え
を
用
い
る
の
は
、
王
憚

に
と
っ
て
は
か
な
り
危
険
な
表
現
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

替
え
の
な
か
の
「
一
人
」
は
、
河
南
行
省
の
責
任
者
を
暗
に
さ
す

か
も
し
れ
な
い
。

0
以
蹄
徳
為
＼
鄭
延
隷
之
ー
『
元
史
』
「
世

祖
本
紀
」
（
四
）
至
元
八
年
四
月
辛
酉
の
條
に
「
蹄
徳
を
分
か
ち
て

散
府
と
為
し
、
宿
・
奄
・
邪
・
徐
等
州
を
割
し
て
之
に
隷
せ
し
む
。
申

州
を
升
し
て
南
陽
府
と
為
し
、
唐
・
部
・
裕
・
嵩
・
汝
等
を
之
に
隷
せ

し
む
」
、
同
書
「
地
理
志
」
（
二
）
沐
梁
路
の
條
に
「
（
至
元
）
九
年
、

延
州
を
阪
し
、
領
す
る
所
の
延
津
・
陽
武
二
縣
を
以
っ
て
南
京
路
に

愚
さ
し
め
、
察
・
息
・
鄭
・
鉤
・
許
・
陳
・
唯
・
穎
八
州
を
統
べ
し
む
」
と

あ
る
よ
う
に
、
河
南
の
賓
際
の
分
割
は
、
至
元
八
年
と
九
年
に
、

蹄
徳
府
（
宿
・
老
・
邪
・
徐
）
、
南
陽
府
（
申
・
唐
・
部
・
裕
・
嵩
・
汝
）
、
南
京

路
（
延
津
察
・
息
鄭
・
鉤
・
許
・
陳
・
唯
・
穎
）
の
一
路
二
府
の
か
た
ち
で

お
こ
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
『
元
史
』
「
世
祖
本
紀
」
（
三
）
至
元
二
年

閏
五
月
の
條
に
、
「
四
親
王
に
南
京
の
愚
州
を
分
か
つ
。
鄭
州
は
合

丹
に
隷
し
、
鉤
州
は
明
里
に
隷
し
、
唯
州
は
字
羅
赤
に
隷
し
、
察

州
は
海
都
に
隷
し
、
他
の
開
縣
は
ま
た
朝
廷
に
還
さ
し
む
」
と
あ

る
よ
う
に
、
鄭
・
鉤
・
察
・
唯
（
い
ず
れ
も
河
南
路
に
腸
す
こ
と
に
な
る
）

が
オ
ゴ
デ
イ
家
の
所
領
だ
っ
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
な
お
、
至

元
九
年
の
分
割
の
結
果
、
河
南
路
は
縦
に
長
い
逼
書
と
な
っ
た
が
、

那
州
の
役
の
際
に
ク
ビ
ラ
イ
が
往
復
し
た
の
も
こ
の
地
だ
っ
た
こ

と
は
、
お
そ
ら
く
偶
然
で
は
な
い
。

O
放
用
ー
役
人
の
勤
務

評
定
に
か
か
わ
る
タ
ー
ム
。
「
事
放
」
と
同
意
で
あ
ろ
う
。

O

管
田
使
ー
『
元
史
』
「
兵
志
」
（
三
）
河
南
行
省
所
轄
軍
民
屯
田
の

條
に
「
（
至
元
）
八
年
、
元
の
屯
戸
を
散
還
し
、
別
に
南
陽
諸
色
戸

計
を
箔
し
、
螢
田
使
司
を
立
て
て
之
を
領
せ
し
む
。
尋
い
で
罷
み
、

改
め
て
南
陽
屯
田
総
管
府
を
立
つ
」
と
あ
る
。

O
所
該
ー
「
該
」

と
同
意
。
こ
の
時
代
の
吏
贖
證
で
は
、
「
所
」
を
付
け
て
二
昔
節
化

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

O
三
路
ー
王
憚
が
述
べ
る
四
路
の
分

割
案
の
う
ち
、
お
そ
ら
く
南
京
路
を
除
く
他
の
三
路
を
言
う
の
だ

ろ
う
。
屯
田
を
置
く
の
だ
か
ら
、
具
個
的
に
は
南
宋
と
接
す
る
蹄

徳
察
州
・
部
州
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

O
彼
此
・
互
ー

具
髄
的
に
何
を
指
す
か
は
よ
く
解
ら
な
い
。

O
軍
民
及
居
者

屯
者
雨
不
失
所
ー
「
居
者
」
が
具
植
的
に
ど
う
い
う
人
を
指
す
の

か
、
こ
れ
も
不
明
。

O
倶
定
・
平
陽
ー
『
元
史
』
「
地
理
志
」
(
-
)

「
晉
寧
路
」
の
條
に
、
「
（
至
元
）
八
年
、
解
州
を
割
き
て
平
陽
路

に
隷
せ
し
む
」
と
あ
り
、
平
陽
に
か
か
わ
る
こ
の
改
編
が
本
案
件
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八
四
ー
八
論
怯
辞
ダ
加
散
官
事
朕

（
「
朝
廷
」
で
改
行
平
出
）

と
無
闘
係
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
王
憚
は
解
州
の
こ
と
を
念

頭
に
お
い
て
殺
言
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
慎
定
は
、

そ
の
地
に
あ
っ
た
ア
リ
ク
・
プ
ケ
の
所
領
（
『
常
山
貞
石
志
』
巻
五
〇

「
重
修
大
龍
興
寺
功
徳
記
」
参
照
）
を
念
頭
に
置
く
か
も
し
れ
な
い
。

〇
標
撥
ー
一
定
の
基
準
に
よ
っ
て
、
線
引
き
し
て
分
か
つ
こ
と
。

〇
末
大
不
挿
・
強
幹
弱
枝
ー
そ
れ
ぞ
れ
『
春
秋
左
氏
偲
』
「
昭
公
十

年
」
、
『
白
虎
通
』
「
誅
伐
」
参
照
。

切
惟
、
自
古
殿
庭
之
間
、
内
而
近
侍
、
外
而
宿
衛
、
凡
有
職
掌
、

倶
帯
散
階
、
理
無
一
概
白
身
領
宮
腋
之
事
者
。
今
伏
見
、

朝
廷
一
切
侍
従
・
宿
衛
・
怯
辞
丹
等
官
員
、
多
係
功
臣
子
孫
及
歴
年

深
遠
辛
勤
努
績
人
員
。
腺
見
掌
職
事
、
就
中
固
分
軽
重
上
下
、
終

是
朝
家
未
曾
普
翠
加
帯
動
散
階
琥
。
使
寵
異
、
其
身
名
償
議
而
行
、

在
國
家
大
為
恩
恵
、
於
臣
子
盆
拗
忠
勤
。
且
古
人
有
言
、
「
人
主
之

尊
、
誓
如
堂
、
群
臣
如
陛
、
階
増
則
堂
高
」
。
是
近
臣
榮
顕
、
則
人

主
愈
尊
崇
笑
。
今
後
合
無
将
内
外
一
切
近
侍
・
環
衛
等
官
、
握
見
掌

職
事
、
依
瞼
色
目
、
普
加
散
官
。
如
龍
虎
・
類
騎
・
金
吾
・
奉
・
輔
・
□

〔
鎮
〕
國
・
昭
・
安
・
懐
・
定
・
ロ
口
〔
廣
・
宣
〕
・
明
・
武
将
軍
之
官
、

（
丞
）
〔
承
〕
・
昭
・
忠
□
口
〔
顕
校
〕
尉
之
琥
。
更
□
□
口
〔
乞

一
就
〕
定
奪
俸
秩
、
為
一
代
新
制
、
所
謂
立
制
自
貴
近
始
。
昨
聞

集
議
宮
官
服
色
、
是
欲
辮
上
下
、
定
民
志
也
。
拇
散
階
事
理
、
誠

宜
先
有
定
奪
、
然
後
服
色
可
議
。
蓋
服
色
因
官
品
而
定
、
而
官
品

由
服
色
而
顕
也
。
伏
乞
御
史
壼
照
詳
。

昔
か
ら
宮
廷
に
あ
っ
て
は
、
殿
内
に
は
お
側
仕
え
、
殿
外
に
は

宿
衛
と
い
っ
て
、
職
務
あ
る
者
は
み
な
位
階
を
も
っ
て
い
た
。
稲

琥
の
な
い
ま
ま
宮
廷
・
オ
ル
ド
に
侍
る
道
理
は
な
い
の
で
あ
る
。
今

わ
た
く
し
が
思
う
に
、
宮
廷
に
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
侍
従
・
宿
衛
な
ど

ケ
シ
ク
の
も
の
た
ち
は
、
多
く
は
、
功
臣
の
子
孫
や
長
年
の
辛
苦

功
努
が
あ
っ
た
人
々
で
あ
る
。
現
在
の
職
務
に
つ
い
て
は
、
そ
の

中
で
軽
重
上
下
は
も
ち
ろ
ん
あ
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
ご
公
家
が

動
琥
・
位
階
を
全
員
に
恩
賜
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
主
上
の
特
別

な
寵
愛
を
、
そ
の
身
分
・
稲
琥
と
し
て
も
し
議
論
し
賓
施
す
れ
ば
、

こ
公
家
に
大
き
な
恩
恵
を
も
た
ら
し
、
臣
下
た
ち
に
と
っ
て
は
忠

勤
の
は
げ
み
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
昔
の
人
（
買
誼
）
は
「
主
上
の

尊
さ
は
、
た
と
え
て
言
え
ば
堂
で
あ
り
、
群
臣
は
陛
で
あ
る
。
階

段
が
ふ
え
れ
ば
堂
も
高
く
な
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
お

側
に
あ
る
臣
下
が
高
貴
に
な
れ
ば
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
主
上
も

【繹】

ケ
シ
ク
に
位
階
を
典
え
る
こ
と
を
論
じ
る
意
見
書
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ま
す
ま
す
尊
敬
を
集
め
る
こ
と
を
言
う
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
宮

殿
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
の
お
側
仕
え
・
近
衛
兵
等
の
人
々
に
射
し
、
現

在
職
務
に
つ
い
て
い
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
種
類
に
し
た
が
っ

て
、
全
員
に
位
階
・
稲
琥
を
あ
た
え
る
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

龍
虎
・
課
騎
・
金
吾
・
奉
國
・
輔
國
・
鎮
國
・
昭
（
勇
・
毅
・
武
）
・
安
（
遠
）
．

懐
（
遠
）
・
定
（
遠
）
・
廣
（
威
）
・
宣
（
威
）
・
明
（
威
）
・
（
信
・
顕
・
宣
）

武
な
ど
の
将
軍
の
稲
琥
か
ら
、
下
は
承
（
信
）
・
昭
（
信
）
・
忠
（
顕
・

武
・
勇
翔
）
な
ど
の
校
尉
の
稲
琥
が
そ
れ
で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
こ
れ
と
一
緒
に
俸
給
を
と
り
き
め
、
新
し
い
制

度
を
つ
く
る
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。
「
制
度
は
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
決
め
る
」
と
は
こ
れ
で
あ
る
。
聞
け
ば
、
宮
廷
内
で
の
證
服
の

色
に
つ
い
て
お
歴
々
が
集
ま
っ
て
議
論
し
て
い
る
と
い
う
が
、
こ

れ
は
、
上
下
貴
賤
を
定
め
民
心
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
位
階
の
こ
と
と
い
う
の
は
先
に
判
断
が
あ
っ
て
し
か
る

べ
き
問
題
で
あ
り
、
そ
う
す
れ
ば
證
服
の
色
も
お
の
ず
か
ら
き
ま

っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
證
服
の
色
は
官
位
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
官

位
は
證
服
の
色
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

お
そ
れ
な
が
ら
、
御
史
甕
の
検
討
を
請
う
。

【註】

〇
怯
辞
ダ
・
怯
辞
丹
ー
モ
ン
ゴ
ル
語

k
e
s
h
i
k
t
e
i
・
k
e
s
h
i
k
t
e
n

の

昔
繹
語
。
「
ケ
シ
ク
の
人
員
」
の
意
(
G
.

D
o
e
r
f
e
r
 
T
u
r
k
i
s
c
h
e
 
u
n
d
 N
o
 

n
g
o
]
 i
s
c
h
e
 E
l
e
m
e
n
t
e
 
i
m
 N
e
u
p
e
r
s
i
s
c

苓
n
I
•

N
r
.
3
3
3
,
3
3
4
)
。

0
宮
腋
—
「
腋
」
は
「
腋
廷
」
の
意
で
、
妃
嬢
が
い
る
所
。
皇
居

を
「
宮
液
」
と
表
現
す
る
の
は
、
「
宮
闇
」
な
ど
の
語
と
と
も
に
、

男
女
が
「
雑
居
」
す
る
オ
ル
ド
を
念
頭
に
お
い
て
の
こ
と
と
思
わ

れ
る
。

O
努
績
ー
「
計
努
績
」
と
い
う
よ
う
に
、
解
由
等
に

記
入
さ
れ
る
成
績
を
い
う
。
こ
れ
を
計
算
し
て
遷
轄
が
議
さ
れ
た
。

〇
就
中
ー
「
そ
の
中
」
の
意
。
（
漢
）
参
照
。

O
普
翠
ー
「
普

加
」
と
同
意
。

O
動
散
ー
『
新
唐
書
』
列
偲
（
八
二
）
「
陸
贄

偲
」
に
「
動
散
爵
琥
」
の
表
現
が
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
で
一
語
。

〇
身
名
ー
位
階
・
動
琥
の
意
。
『
冊
府
元
亀
』
巻
一
三
一
「
帝
王
部
」

「
延
賞
」
（
二
）
晉
の
高
祖
の
天
幅
六
年
八
月
の
條
に
「
已
に
職
官

を
有
す
る
者
は
遷
改
し
、
未
だ
身
名
を
有
せ
ざ
る
者
は
絞
用
す
」

と
あ
る
。

O
古
人
有
言
＼
ー
『
漢
書
』
巻
四
八
「
買
誼
偲
」

に
は
「
人
主
の
尊
は
璧
う
る
に
堂
の
如
く
、
劾
臣
は
陛
の
如
く
、

衆
庶
は
地
の
如
し
」
と
あ
る
。

O
口
國
ー
『
元
人
文
集
珍
本

叢
刊
』
本
に
よ
っ
て
「
鎮
」
字
を
補
う
。
以
下
四
部
叢
刊
本
に
お

い
て
文
字
が
判
讀
で
き
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、
同
様
に
補
っ
た
。

O
（
丞
）
ー
『
元
人
文
集
珍
本
叢
刊
』
本
も
同
様
に
作
る
が
、
「
承
」

字
の
誤
り
。

O
龍
虎
¥
|
『
元
史
』
「
百
官
志
」
（
七
）
武
散

官
三
十
四
階
の
表
で
は
、
龍
虎
・
金
吾
・
際
騎
（
正
二
品
）
／
奉
國
・

輔
國
・
鎮
國
（
従
二
品
）
／
昭
武
・
昭
勇
・
昭
毅
（
正
三
品
）
／
安
遠
・

定
遠
・
懐
遠
（
従
三
品
）
／
廣
威
・
宣
威
・
明
威
（
正
四
品
）
／
信
武
・

(80) 
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顕
武
・
宣
武
（
従
四
品
）
／
武
節
・
武
徳
（
正
五
品
）
／
武
義
・
武
略
（
従

五
品
）
（
以
上
、
将
軍
）
／
承
信
・
昭
信
（
正
六
品
）
／
忠
武
・
忠
顕
（
従

六
品
）
／
忠
勇
・
忠
翔
（
正
七
品
）
／
修
武
・
敦
武
（
従
七
品
）
／
保
義
・

進
義
（
正
八
品
）
（
以
上
、
校
尉
）
／
保
義
・
進
義
（
従
八
品
）
（
以
上
、

副
尉
）
の
順
に
列
畢
さ
れ
る
。
『
元
典
章
』
「
吏
部
」
(
-
)
「
官
制
」

(
-
）
「
資
品
」
に
よ
る
と
、
龍
虎
・
金
吾
・
類
騎
（
正
二
品
）
／
奉

國
・
輔
國
・
鎮
國
（
従
二
品
）
／
昭
勇
・
昭
毅
・
昭
勇
（
正
三
品
）
／
安

遠
・
定
遠
・
懐
遠
（
従
三
品
）
／
廣
威
・
宣
威
（
正
四
品
）
／
信
武
・
顕

武
（
従
四
品
）
／
武
節
・
武
徳
（
正
五
品
）
／
武
略
・
武
毅
（
従
五
品
）

（
以
上
、
将
軍
）
／
昭
信
・
承
信
（
正
六
品
）
／
忠
顕
・
忠
武
（
従
六
品
）

／
忠
勇
・
忠
翔
（
正
七
品
）
／
敦
武
・
修
武
（
従
七
品
）
／
進
義
・
保
義

（
正
八
品
）
（
以
上
、
校
尉
）
／
進
義
・
保
義
（
従
八
品
）
（
以
上
、
副
尉
）

の
順
で
あ
る
。
内
閣
文
庫
本
『
事
林
廣
記
』
別
集
巻
一
「
大
元
官

制
」
の
表
で
は
、
龍
虎
・
金
吾
・
螺
騎
（
正
二
品
）
／
奉
國
・
輔
國
・
鎮

國
（
従
二
品
）
／
昭
勇
・
昭
毅
・
昭
武
（
正
三
品
）
／
安
遠
・
定
遠
・
懐

遠
（
従
三
品
）
／
廣
威
・
宣
威
・
明
威
（
正
四
品
）
／
信
武
・
顕
武
・
宣

武
（
従
四
品
）
／
武
節
・
武
徳
（
正
五
品
）
／
武
略
・
武
毅
（
従
五
品
）

（
以
上
、
将
軍
）
／
昭
信
・
承
信
（
正
六
品
）
／
忠
顕
・
忠
武
（
従
六
品
）

／
忠
勇
・
忠
翔
（
正
七
品
）
／
敦
武
・
修
武
（
従
七
品
）
／
進
義
・
保
義

（
正
八
品
）
（
以
上
、
校
尉
）
／
進
義
・
保
義
（
従
八
品
）
（
以
上
、
副
尉
）

と
い
う
順
番
で
あ
る
。
こ
れ
ら
と
本
案
件
を
比
較
す
る
と
、
順
番

が
微
妙
に
ず
れ
る
。
な
お
、
『
金
史
』
「
百
官
志
」
(
-
)
も
参
考
に

あ
げ
て
お
く
な
ら
ば
、
龍
虎
・
金
吾
・
騨
騎
（
正
三
品
）
／
奉
國
・
輔

國
・
鎮
國
（
従
三
品
）
／
昭
武
・
昭
毅
・
昭
勇
（
正
四
品
）
／
安
遠
・
定

遠
・
懐
遠
（
従
四
品
）
／
廣
威
・
宣
威
・
明
威
（
正
五
品
）
／
信
武
・
顕

武
・
宣
武
（
従
五
品
）
／
武
節
・
武
徳
（
正
六
品
）
／
武
義
・
武
略
（
従

六
品
）
（
以
上
、
将
軍
）
／
承
信
・
昭
信
（
正
七
品
）
／
忠
武
・
忠
顕
（
従

七
品
）
／
忠
勇
・
忠
翔
（
正
八
品
）
／
修
武
・
敦
武
（
従
八
品
）
／
保
義
・

進
義
（
正
九
品
）
（
以
上
、
校
尉
）
／
保
義
・
進
義
（
従
九
品
）
（
以
上
、

副
尉
）
の
順
番
と
な
る
。
本
案
件
で
は
「
将
軍
之
官
」
の
所
で
五

品
と
六
品
の
逼
別
を
作
っ
て
お
り
、
叙
任
状
の
形
式
等
と
射
應
す

る
（
八
四
ー
四
の
註
参
照
）
。
〇
立
制
自
貴
近
始
ー
宋
・
衛
堤
『
證

記
集
説
』
巻
四
六
に
「
法
の
行
わ
れ
ん
と
欲
せ
ば
、
貴
近
よ
り
始

め
よ
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
で
あ
ろ
う
。
な

お
、
『
金
史
』
「
世
宗
本
紀
」
（
中
）
大
定
一
三
年
―
一
月
の
條
に
も

「
教
化
の
行
わ
れ
る
は
営
に
貴
近
よ
り
始
む
べ
し
」
と
あ
り
、
『
證

記
集
説
』
の
表
現
が
営
時
様
々
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

〇
集
議
ー
「
堂
議
」
と
ほ
ぼ
同
じ
。
高
官
が
集
ま
り
話
し
合
う
こ

は
か

と
。
『
吏
學
指
南
』
「
署
事
」
の
條
に
は
「
諸
司
、
共
に
篠
る
を
謂

う
な
り
」
と
あ
る
。

O
宮
官
服
色
ー
『
元
史
』
「
世
祖
本
紀
」

（
三
）
至
元
六
年
一

0
月
己
卯
の
條
に
「
朝
儀
の
服
色
を
定
む
」

と
あ
る
ほ
か
、
『
國
朝
文
類
』
巻
六
八
「
平
章
政
事
致
仕
尚
公
紳
道

碑
」
に
も
、
劉
乗
忠
の
推
薦
を
う
け
た
尚
文
が
、
至
元
二
年
か
ら

七
年
に
か
け
て
「
始
め
て
朝
儀
を
た
て
る
」
た
め
に
「
服
色
等
差
」
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切
惟
、
古
者
修
史
、
野
史
偲
聞
、
不
以
人
限
。
伏
見
、

國
家
自
中
統
二
年
立
國
史
院
、
令
學
士
安
蔵
牧
訪
其
事
、
敷
年
已

来
所
得
無
幾
゜
蓋
上
自

成
吉
思
皇
帝
迄
子

先
帝
、
以
紳
武
削
平
萬
國
、
中
間
事
功
、
不
可
殉
紀
。
近
又
聞
、

國
史
院
於
亡
金
賓
録
内
採
掃
肇
造
事
蹟
、
登
非
慮
有
遺
忘
敗
。
然

鴬
間
従
征
諸
人
、
所
在
尚
有
、
芳
求
備
訪
、
所
獲
必
富
。
不
然
、

此
輩
且
老
、
将
何
所
聞
。
合
無
榜
示
中
外
、
不
以
諸
色
等
人
、
有

曾
恩
従
征
進
、
凡
有
記
憶
事
賓
、
許
所
在
條
件
、
或
口
為
陳
説
、

八
四
ー
九
論
牧
訪
野
史
事
欣

（
「
國
家
」
「
成
吉
思
皇
帝
」
「
先
帝
」
で
改
行
平
出
）

を
定
め
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
宮
官
服
色
」
と

は
、
『
元
史
』
「
輿
服
志
」
（
一
）
に
「
質
孫
は
漢
言
の
一
色
の
服
な

り
、
内
庭
に
大
宴
す
れ
ば
則
ち
こ
れ
を
服
す
。
冬
夏
の
服
は
同
じ

か
ら
ず
、
然
れ
ば
定
制
な
し
。
凡
そ
動
戚
・
大
臣
・
近
侍
は
、
賜
わ

れ
ば
則
ち
こ
れ
を
服
す
。
下
は
柴
工
・
衛
士
に
至
る
ま
で
皆
そ
の
服

あ
り
。
精
粗
の
制
、
上
下
の
別
、
同
じ
か
ら
ず
と
い
え
ど
も
、
総

て
こ
れ
を
質
孫
と
謂
う
と
な
り
」
と
記
述
さ
れ
る
「
質
孫
(
i
i
s
u
n
)
」

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

O
辮
上
下
定
民
志
ー
『
易
経
』
「
履
」
「
象

曰
」
の
條
に
あ
る
言
薬
。
貴
賤
を
分
か
ち
民
心
を
安
定
さ
せ
る
意
。

及
轄
相
偲
聞
、
事
無
巨
細
、
可
以
投
献
者
、
官
給
賞
有
差
。
如
此
、

庶
望
人
妓
衆
美
、
國
就
成
書
、
使
鴻
（
休
)
[
規
]
盛
烈
晦
而
復
明
、

備
見
一
代
之
史
、
顧
不
盛
敗
。

【繹】

野
史
を
牧
集
す
る
こ
と
を
論
じ
る
意
見
書

い
に
し
え
の
史
書
の
作
成
は
、
そ
れ
が
た
と
い
民
間
の
資
料
や

偲
聞
で
あ
っ
て
も
、
偲
え
た
人
の
如
何
に
よ
っ
て
資
料
そ
の
も
の

を
破
棄
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
わ
た
く
し
が
思
う
に
、
ご
公
家

は
中
統
二
年
(
―
二
六
一
）
に
國
史
院
を
設
け
て
以
来
、
翰
林
學
士

の
安
蔵
に
在
野
資
料
を
牧
集
さ
せ
た
が
、
敷
年
来
、
集
め
得
た
も

の
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
思
う
に
、
上
は
チ
ン
ギ
ス
皇
帝
か
ら
先

帝
（
モ
ン
ケ
）
に
至
る
ま
で
、
大
い
な
る
武
徳
に
よ
っ
て
萬
國
を
平

定
し
て
き
た
輝
か
し
い
戦
功
は
、
い
く
ら
記
述
し
て
も
書
き
き
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
上
、
聞
け
ば
、
國
史
院
が
最
近
亡
金
の

賓
録
の
中
か
ら
國
家
草
創
の
事
跡
を
選
び
取
っ
て
い
る
と
い
う
の

は
、
忘
却
・
遺
漏
を
心
配
す
る
が
た
め
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
れ
な

ら
ば
、
そ
の
時
に
従
軍
し
た
人
々
が
あ
ち
こ
ち
に
ま
だ
生
き
残
っ

て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
ら
の
人
々
を
あ
ま
ね
く
捜
し
求
め
れ

ば
、
必
ず
や
大
き
な
牧
穫
を
得
る
に
ち
が
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
人

々
は
年
寄
り
で
も
あ
る
か
ら
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
や
が
て
聞
く
こ
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と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
國
の
内
外
に
掲
示
を
出
し
、
い

か
な
る
人
で
あ
れ
か
つ
て
従
軍
し
た
者
で
営
時
の
事
を
記
憶
し
て

い
る
人
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
所
の
朕
況
に
應
じ
て
、
口
偲
え
の

情
報
で
あ
れ
偲
聞
で
あ
れ
、
そ
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
情
報
を
提

供
さ
せ
、
官
よ
り
賞
典
を
典
え
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う

し
て
こ
そ
、
人
々
は
功
績
を
認
め
ら
れ
て
國
家
は
史
書
を
書
き
上

げ
、
大
い
な
る
事
跡
を
隠
滅
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
不
明
な
部
分
ま

で
明
ら
か
に
し
て
、
一
代
の
歴
史
が
こ
と
こ
と
く
明
ら
か
に
な
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
な
ん
と
す
ば
ら
し
い
こ
と
か
。

【註】

〇
學
士
安
蔵

(
A
n
-
t
s
a
n
g
)

ー
ピ
シ
ュ
バ
リ
ク
出
身
の
ウ
イ
グ
ル

人
。
彼
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
『
雪
槻
集
』
巻
九
「
秦
國
文
靖
公
紳

道
碑
」
が
根
本
史
料
と
な
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
安
蔵
は
一
九
歳

で
初
め
て
仕
え
（
『
至
元
辮
個
録
』
に
よ
っ
て
ア
リ
ク
・
プ
ケ
の
も
と
に
い

た
こ
と
が
分
か
る
）
、
そ
の
後
ク
ビ
ラ
イ
に
仕
え
て
翰
林
學
士
・
嘉
議

大
夫
・
知
制
諧
・
同
修
國
史
に
任
じ
ら
れ
た
。
ア
リ
ク
・
プ
ケ
と
の
戦

い
の
時
に
は
、
ク
ピ
ラ
イ
の
特
使
と
し
て
カ
ラ
コ
ル
ム
に
送
ら
れ

た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
（
賓
際
に
は
、
元
来
カ
ラ
コ
ル
ム
に
い
た
安
蔵

を
ク
ピ
ラ
イ
が
招
聘
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
）
。
ウ
イ
グ
ル
語
・
モ
ン

ゴ
ル
語
・
漢
語
・
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
通
じ
、
そ
の
語
學
力
を
生
か

し
て
ク
ピ
ラ
イ
の
文
化
・
宗
教
面
揃
営
の
プ
レ
ー
ン
と
し
て
活
躍
し

た
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
敦
煙
・
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
出
土
ウ
イ
グ

ル
語
佛
教
文
献
の
い
く
つ
か
に
は
、
奥
書
に
そ
の
名
が
記
さ
れ
て

い
る
も
の
が
あ
る
。
漢
語
文
献
で
は
安
蔵
は
概
ね
「
學
士
安
蔵
」

と
記
述
さ
れ
る
ほ
か
、
敦
煙
・
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
出
土
ウ
イ
グ
ル
語
文

献
に
お
い
て
も
、

q
a
n
l
u
n
k
a
v
§
i
 
(
翰
林
學
士
）

A
n
t
s
a
n
g

と
記
述

さ
れ
る
。

O
國
史
院
ー
『
中
堂
事
記
』
（
下
）
「
二
年
七
月
廿

七
日
」
の
條
に
、
「
詔
有
り
て
照
會
せ
し
む
。
翰
林
國
史
院
を
立
て

て
、
翰
林
承
旨
王
顎
に
道
典
す
、
保
奏
に
よ
り
て
翰
林
院
官
修
國

史
事
と
す
、
と
」
と
あ
る
。
翰
林
國
史
院
は
中
統
二
年
七
月
に
開

平
に
お
い
て
設
け
ら
れ
、
そ
の
時
の
責
任
者
は
王
顎
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
折
に
王
憚
は
翰
林
修
撰
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、

安
蔵
が
中
統
二
年
か
ら
國
史
院
に
闘
わ
っ
た
と
す
れ
ば
、
二
人
は

も
ち
ろ
ん
顔
見
知
り
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

O
亡
金
賓
録
ー

金
の
賓
録
は
、
―
二
三
三
年
、
金
の
南
京
（
開
封
）
の
開
城
に
際

し
て
張
柔
に
よ
っ
て
も
ち
だ
さ
れ
（
『
國
朝
名
臣
事
略
』
巻
六
「
萬
戸

張
忠
武
王
」
参
照
）
、
中
統
二
年
、
同
じ
く
張
柔
に
よ
っ
て
、
骰
足

し
て
間
も
な
い
中
統
政
府
に
も
た
ら
さ
れ
た
（
『
中
堂
事
記
』
（
上
）
「
ニ

年
二
月
五
日
」
の
條
参
照
）
。
王
憚
は
、
中
統
二
年
に
翰
林
國
史
院
が

設
け
ら
れ
て
以
来
、
翰
林
修
撰
と
し
て
こ
の
賓
録
を
見
て
お
り
、

そ
の
折
の
メ
モ
書
き
と
思
わ
れ
る
記
述
が
『
玉
堂
嘉
話
』
（
八
）
に

見
え
る
。
な
お
、
金
の
賓
録
の
編
纂
か
ら
『
金
史
』
の
成
立
ま
で

の
過
程
に
つ
い
て
は
、
藤
枝
晃
『
征
服
王
朝
』
（
秋
田
屋
、
一
九
四
八
）
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に
詳
し
い
。

O
営
間
ー
「
営
時
」
「
営
初
」
等
と
同
意
。
そ
の

時
。
「
間
」
は
時
間
副
詞
を
つ
く
る
助
詞

0
不
以
ー
「
不
棟
」

と
同
意
。
「
＼
に
闘
わ
ら
ず
」
の
意
。

O
轄
相
ー
「
偲
え
る
」

の
意
。

O
鴻
（
休
）
〔
規
〕
盛
烈
ー
「
休
」
は
「
規
」
の
誤
り

だ
ろ
う
。
「
鴻
規
盛
烈
」
は
陸
唾
『
石
関
銘
』
に
あ
る
言
薬
。
「
大

い
な
る
い
さ
お
し
」
の
意
。

八
四
ー
一
〇

切
見
、
國
家
往
年
禁
断
弓
箭
事
、
久
弊
生
中
間
、
似
有
未
盛
者
。

今
罷
訪
得
、
軍
戸
・
斡
脱
・
弓
手
・
打
捕
・
回
回
等
人
皆
得
懸
帯
、
而

外
任
三
品
至
七
品
以
下
官
員
皆
不
許
懸
帯
。
撮
上
項
官
員
、
重
則

控
制
敷
州
、
小
則
爾
消
百
里
。
其
間
懸
楓
符
命
、
赴
任
在
官
、
往

返
道
路
。
緩
急
有
虞
、
無
寸
刃
隻
矢
以
禦
強
暴
。
是
國
家
命
官
不

若
打
捕
等
戸
之
有
備
也
。
且
此
法
之
行
、
止
能
禁
絶
良
民
。
近
年

所
在
失
事
、
多
係
挟
持
弓
箭
馬
賊
、
其
檀
助
賊
威
、
奪
去
民
救
‘

莫
此
為
甚
゜
拇
外
任
三
品
以
下
官
員
、
今
後
合
無
照
依
品
官
、
（
合
）

〔
依
〕
得
晉
例
定
奪
、
似
為
長
便
。
握
此
合
行
具
呈
。

【繹】

位
階
を
も
つ
官
が
弓
矢
を
懸
帯
す
る
こ
と
を
論
じ
る
意
見

論
品
官
懸
帯
弓
箭
事
状

【註】 ご
公
家
は
過
ぐ
る
年
に
「
弓
矢
を
禁
じ
て
云
々
」
の
命
令
を
出

さ
れ
た
が
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
弊
害
が
生
じ
、
現
行
法
で
は

ま
だ
周
到
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
ま
賓

地
に
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
軍
戸
・
オ
ル
ト
ク
（
斡
脱
）
・
弓
手
・
打
捕
・

サ
ル
タ
ウ
ル
（
回
回
）
た
ち
は
み
な
武
器
の
播
帯
を
許
さ
れ
て
い

る
の
に
、
外
任
の
三
品
か
ら
七
品
以
下
ま
で
の
官
員
た
ち
は
許
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
官
員
は
、
上
は
敷
州
を
統
轄
す
る
者
か

ら
下
は
百
里
を
管
轄
す
る
者
ま
で
、
パ
イ
ザ
と
絞
任
状
を
下
げ
、

任
務
を
帯
び
て
着
任
し
、
往
還
す
る
。
急
に
さ
ら
さ
れ
る
危
険
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
暴
徒
か
ら
身
を
守
る
小
さ
な
刀
・
一
本
の

矢
も
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
國
家
の
俸
給
を
食
む
官
人
が
、

打
捕
戸
な
ど
の
武
装
す
る
も
の
に
も
お
よ
ば
な
い
こ
と
に
な
る
。

し
か
も
、
こ
の
法
の
施
行
は
一
般
人
に
武
器
の
播
帯
を
禁
じ
得
た

だ
け
で
、
近
年
あ
ち
こ
ち
で
お
き
て
い
る
事
件
は
、
多
く
が
武
装

し
た
馬
賊
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
「
馬
賊
に
は
威
力
を

典
え
、
民
か
ら
は
自
衛
手
段
を
奪
う
」
の
極
致
で
あ
ろ
う
。

外
任
の
三
品
以
下
の
官
員
に
つ
い
て
は
，
今
後
品
級
に
應
じ
て

昔
の
決
ま
り
ど
お
り
に
す
れ
ば
、
長
期
の
便
宜
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
具
呈
書
を
お
く
る
べ
き
で
あ
る
。
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〇
弓
箭
ー
ク
ビ
ラ
イ
時
代
の
弓
箭
（
軍
器
）
播
帯
に
闘
わ
る
禁
令

は
、
中
統
三
年
の
も
の
が
史
料
的
に
は
初
見
で
あ
る
が
（
『
元
典
章
』

「
兵
部
」
（
二
）
「
軍
器
」
「
許
把
」
「
開
元
路
打
捕
不
禁
弓
箭
」
参
照
）
、
賓

際
に
は
そ
れ
以
前
か
ら
禁
止
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
至
元
八
年

に
「
各
道
の
按
察
司
な
ら
び
に
脊
吏
が
出
巡
す
る
お
り
の
弓
箭
播

帯
」
に
関
わ
る
案
件
が
確
認
さ
れ
（
『
元
典
華
』
「
兵
部
」
（
二
）
「
許
把
」

「
察
司
懸
帯
弓
箭
」
）
、
ま
た
至
元
六
、
七
年
に
打
捕
戸
の
弓
箭
捕
帯

に
闘
す
る
案
件
が
確
認
さ
れ
る
（
『
元
典
章
』
「
兵
部
」
（
二
）
「
許
把
」

「
打
捕
戸
計
把
弓
箭
」
お
よ
び
「
開
元
路
打
捕
不
禁
弓
箭
」
）
。
本
件
も
そ

の
一
環
か
と
推
測
さ
れ
る
。

O
軍
戸
ー
元
代
戸
籍
上
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
で
兵
役
を
課
さ
れ
た
戸
。
『
元
典
章
』
に
は
、
軍
戸
が
賓
際

に
役
に
就
く
際
に
、
軍
戸
を
統
括
す
る
奥
魯
で
武
器
を
支
給
さ
れ

る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
も
確
認
さ
れ
る
（
「
兵
部
」
（
二
）
「
許
把
」
「
軍

人
交
替
許
帯
弓
箭
」
）
。
〇
斡
脱
—
ト
ル
コ
語

o
r
t
o
qに
由
来

す
る
昔
繹
語
。
合
資
に
よ
っ
て
長
距
離
取
引
を
螢
む
オ
ル
ト
ク
商

人
は
、
道
中
の
安
全
確
保
の
た
め
、
自
ら
も
自
衛
手
段
を
も
つ
必

要
が
あ
っ
た
。
『
元
典
章
』
「
兵
部
」
（
二
）
「
軍
器
」
「
拘
牧
」
「
禁

断
軍
器
弓
前
」
に
引
か
れ
る
中
統
四
年
の
禁
令
に
お
い
て
も
弓
箭

播
帯
が
許
可
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
中
統
五
年
に
は
「
巡
防
弓
手
の

設
備
を
も
っ
た
村
店
の
宿
に
宿
泊
す
る
」
こ
と
を
命
じ
た
聖
旨
も

出
さ
れ
て
い
る
（
『
元
典
章
』
「
刑
部
」
(
-
三
）
「
諸
盗
」
（
三
）
「
防
盗
」

「
商
買
於
店
止
宿
」
参
照
）
。
〇
弓
手
ー
地
方
の
街
門
に
配
置
さ

れ
た
、
犯
罪
者
逮
捕
の
た
め
の
捕
り
手
・
物
資
輸
送
の
た
め
の
護
衛

を
「
弓
手
」
（
な
い
し
「
馬
歩
弓
手
」
）
と
い
っ
た
。
『
元
典
章
』
「
刑

部
」
(
-
三
）
「
諸
盗
」
（
三
）
「
防
盗
」
の
條
、
な
ら
び
に
同
書
「
エ

部
」
（
三
）
「
役
使
」
「
弓
手
」
の
條
参
照
。

O
打
捕
ー
狩
猟
を

生
業
と
す
る
戸
。
『
元
典
章
』
「
兵
部
」
（
二
）
「
打
捕
戸
許
把
弓
箭
」

は
、
至
元
六
年
―
二
月
の
聖
旨
を
引
い
て
、
「
随
路
の
御
前
の
野
物

を
打
捕
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
正
打
捕
戸
の
弓
箭
を
執
把
す
る

お
く

を
除
く
の
外
、
そ
の
餘
の
人
等
は
蚊
び
に
禁
断
を
行
れ
」
と
い
う
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
打
捕
戸
に
は
、
カ
ア
ン
の
御
膳
に
そ
な
え
る
正

打
捕
戸
と
そ
れ
以
外
と
が
あ
り
、
常
時
武
器
の
播
帯
を
許
さ
れ
た

の
は
正
打
捕
戸
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
同
じ
く
『
元

典
章
』
「
兵
部
」
（
二
）
「
開
元
路
打
捕
不
禁
弓
箭
」
は
、
至
元
七
年

六
月
の
聖
旨
を
引
き
、
遼
東
の
女
直
打
捕
戸
と
開
元
路
の
一
般
打

捕
戸
に
つ
い
て
論
じ
る
。
「
そ
れ
ら
遼
東
の
女
直
打
捕
戸
と
開
元
路

の
一
般
打
捕
戸
は
、
猟
以
外
に
生
業
が
な
い
た
め
、
武
器
の
禁
を

施
行
し
な
い
旨
」
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
王
憚
が
こ
こ
で
い
う
「
打

捕
」
は
、
開
元
路
等
の
「
生
業
な
き
そ
の
餘
の
打
捕
」
で
は
あ
る

ま
い
か
。
と
す
れ
ば
本
案
件
は
、
至
元
七
年
の
六
月
以
降
に
書
か

れ
た
こ
と
に
な
る
。

0
回
回
ー
『
烏
墨
筆
補
』
八
八
ー
九
は
、

「
先
＿
帝
の
聖
旨
」
を
引
い
て
「
斡
脱
と
し
て
賣
買
を
す
る
畏
吾
兒
・

木
速
兒
鑽
回
回
は
本
住
慮
の
千
戸
・
百
戸
に
か
え
ら
し
め
よ
」
と

い
う
。
王
憚
は
、
こ
う
し
た
聖
旨
を
通
じ
て
オ
ル
ト
ク
、
ウ
イ
グ
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ル
、
ム
ス
リ
ム
、
サ
ル
タ
ウ
ル
を
謳
別
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
に
い
う
「
回
回
」
は
し
た
が
っ
て
、
直
諄
植
風
漢
語
文
や
『
元

朝
秘
史
』
が
い
う
「
回
回
」
、
す
な
わ
ち
サ
ル
タ
ウ
ル

(
s
a
r
t
a
y
u
l
)

の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
『
烏
壼
筆
補
』
八
八
ー
九
は
、
中

統
四
年
の
段
階
で
中
都
に
二
九
五
三
戸
の
「
回
回
」
が
い
た
こ
と

を
述
べ
る
。

0
外
任
三
品
至
七
品
以
下
官
員
ー
『
元
典
章
』

「
吏
部
」
(
-
)
「
官
制
」
(
-
)
「
職
品
」
「
内
外
文
武
職
品
」
に
よ

れ
ば
、
外
任
三
品
か
ら
七
品
の
民
職
は
、
上
路
総
管
府
達
魯
花
赤

（
正
三
品
）
か
ら
各
路
総
管
府
経
歴
（
従
七
品
）
ま
で
の
下
僚
‘
府
・

州
の
各
級
官
吏
、
お
よ
び
下
縣
の
長
官
で
あ
る
手
・
達
魯
花
赤
（
従

七
品
）
ま
で
、
そ
れ
に
行
中
書
省
、
宣
慰
司
や
安
撫
司
の
闇
官
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
る
官
員
は
、
基
本
的

に
は
、
正
三
品
以
下
の
路
・
府
・
州
・
縣
の
地
方
行
政
官
で
あ
る
が
、

上
記
『
元
典
章
』
「
兵
部
」
（
二
）
「
許
把
」
「
察
司
縣
帯
弓
箭
」
が

本
案
件
と
密
接
に
か
か
わ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
の
三
品

以
下
の
官
員
に
は
各
道
按
察
使
（
正
三
品
）
以
下
、
経
歴
（
従
七
品
）

等
も
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
（
『
元
史
』
「
百
官
志
」
（
二
）
「
齋
政
廉
訪
司
」

参
照
）
。
〇
符
命
ー
命
（
命
令
書
）
と
符
（
證
明
の
パ
イ
ザ
•
印
）
。

オ
ル
ト
ク
商
人
等
も
や
は
り
パ
イ
ザ
を
所
持
し
た
。

O
檀
助

賊
威
奪
去
民
救
—
『
漢
書
』
巻
六
四
上
「
吾
丘
壽
王
偲
」
に
、
「
弓

矢
の
禁
」
に
関
し
て
「
是
れ
、
賊
威
を
檀
に
し
て
民
救
を
奪
う
な

り
」
と
あ
る
。

O
（
合
）
〔
依
〕
ー
「
合
」
で
は
文
意
を
な
さ

な
い
の
で
、
「
依
」
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
「
依
着
」
と
い
う
用
語

は
頻
見
さ
れ
る
も
の
の
「
依
得
」
の
用
例
を
見
な
い
よ
う
に
思
う

の
で
、
「
得
」
を
含
め
た
二
字
を
「
依
着
」
に
校
訂
す
べ
き
か
も
し

れ
な
い
。

O
長
便
ー
『
吏
學
指
南
』
「
詳
恕
」
の
條
に
、
「
久

し
く
利
盆
あ
る
を
謂
う
」
と
あ
る
。

八
四
ー
一
―

弾
甲
局
首
領
官
張
湮
影
占
エ
役
事
朕

今
髄
察
得
、
中
都
甲
局
首
領
官
張
外
郎
、
至
元
四
年
・
五
年
、
影
占

合
造
甲
人
匠
劉
仲
證
、
私
下
取
要
工
債
紗
四
十
四
雨
五
錢
、
却
将

本
人
合
造
甲
敷
、
逐
（
作
）
〔
件
〕
抑
令
其
餘
人
匠
分
造
了
営
。
今

就
問
得
、
張
外
郎
名
湮
是
賓
。
握
此
合
行
開
坐
糾
呈
。

【膵】

甲
局
の
首
領
官
張
湮
が
官
螢
工
房
の
作
業
を
私
し
た
こ
と

を
弾
劾
す
る
意
見
書

今
、
賓
地
に
調
べ
た
所
に
よ
れ
ば
、
中
都
甲
局
の
首
領
官
で
あ

る
張
外
郎
は
、
至
元
四
年
(
―
二
六
七
）
、
五
年
に
、
よ
ろ
い
職
人

の
劉
仲
證
を
私
し
、
エ
料
の
紗
四
十
四
雨
五
錢
を
闇
で
取
り
、
劉

仲
證
が
作
る
べ
き
よ
ろ
い
を
他
の
職
人
に
ひ
と
つ
ひ
と
つ
強
制
し

て
作
ら
せ
た
。
今
張
外
郎
、
名
は
湮
に
問
い
た
だ
し
た
と
こ
ろ
事

賓
で
あ
っ
た
。
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こ
れ
に
つ
い
て
は
箇
條
書
き
に
し
て
‘
糾
弾
の
た
め
の
具
呈
書

を
お
く
る
べ
き
で
あ
る
。

【註】
0
首
領
官
ー
路
府
州
縣
の
司
吏
等
か
ら
、
経
歴
、
都
事
、
主
事
、

知
事
‘
照
磨
な
ど
と
し
て
散
階
官
に
入
流
し
た
者
を
首
領
官
と
い

う
。
『
元
典
章
』
「
吏
部
」
（
一
）
「
職
品
」
「
内
外
文
武
職
品
」
に
よ

れ
ば
、
大
都
人
匠
知
事
は
従
八
品
。
ま
た
、
「
外
郎
」
は
吏
目
、
都

孔
目
、
令
史
等
の
通
稲
。

O
影
占
ー
税
、
差
役
の
到
象
者
、

公
の
施
設
等
を
隠
匿
し
て
登
録
し
な
い
こ
と
、
な
い
し
、
公
人
・
公

物
を
私
の
目
的
で
用
い
る
こ
と
を
い
う
。

O
中
都
甲
局
ー
金

朝
が
滅
亡
す
る
前
後
か
ら
、
華
北
・
中
原
に
住
む
エ
匠
人
た
ち
は
中

都
に
集
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
エ
匠
人
た
ち
が
十
投
下
、
カ
ア
ン
に
よ

っ
て
分
割
さ
れ
、
各
投
下
と
カ
ア
ン
が
派
遣
し
た
「
管
匠
官
人
」

に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
い
う
中
都
甲
局
は
、
ク
ビ

ラ
イ
の
臣
下
た
る
王
憚
が
問
題
に
す
る
の
だ
か
ら
、
カ
ア
ン
に
所

闇
す
る
も
の
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
ク
ビ
ラ
イ
時
代
に

も
、
投
下
所
闇
の
エ
匠
人
と
カ
ア
ン
所
開
の
そ
れ
と
が
逼
別
さ
れ

た
こ
と
を
示
す
資
料
に
は
、
『
秋
澗
集
』
巻
八
二
『
中
堂
事
記
』
（
下
）

「
五
日
乙
未
」
の
條
が
あ
る
。

O
逐
（
作
）
〔
件
〕
ー
「
作
」

は
「
件
」
の
誤
り
だ
ろ
う
。
「
ひ
と
つ
ひ
と
つ
」
の
意
。

O
抑

令
ー
「
勒
令
」
と
同
意
。
強
く
迫
っ
て
強
制
す
る
こ
と
。

O

開
坐
ー
箇
條
書
き
に
す
る
こ
と
。

八
四
ー
―
二

為
騨
程
批
事
緩
急
給
限
事
状

切
見
、
随
路
毎
歳
差
遣
人
員
赴
都
、
如
計
稟
公
事
、
押
運
差
殺
課

程
一
切
等
物
者
、
既
還
心
欲
速
得
到
家
、
不
問
鋪
馬
生
受
、
日
行

敷
姑
、
其
馬
疋
不
無
走
損
倒
死
。
以
憚
愚
見
、
今
後
除
軍
情
急
速

人
員
外
、
其
餘
所
差
人
員
、
合
無
照
依
倍
例
、
量
事
緩
急
定
立
往

回
地
程
、
使
各
姑
出
給
闘
文
、
於
上
分
朗
書
窮
日
行
姑
敷
、
依
上

走
遁
゜
俯
令
按
察
司
植
究
、
違
者
治
罪
施
行
。
如
此
、
似
望
鋪
馬

少
有
倒
死
、
姑
戸
不
致
生
受
。

【繹】

姑
赤
の
行
程
・
日
程
は
事
の
緊
急
性
を
樹
酌
し
て
程
限
を

典
え
る
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
書

賜
係
各
路
は
毎
年
官
吏
を
派
遣
し
て
都
に
赴
か
せ
る
が
、
た
と

え
ば
會
計
報
告
事
務
や
税
、
商
業
・
専
賣
牧
入
な
ど
も
ろ
も
ろ
の
も

の
を
監
督
運
搬
す
る
者
た
ち
は
、
早
く
蹄
り
着
き
た
い
と
思
う
あ

ま
り
、
騨
馬
が
苦
し
む
の
も
顧
み
ず
一
日
に
敷
姑
も
進
む
た
め
、

馬
の
中
に
は
走
り
疲
れ
、
死
ぬ
も
の
も
あ
る
。

わ
た
く
し
憚
が
考
え
る
に
、
今
後
、
軍
事
状
況
の
急
迫
に
よ
る

派
遣
官
吏
以
外
は
、
以
前
の
き
ま
り
ど
お
り
、
事
の
緊
急
性
を
樹
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酌
し
て
往
復
の
行
程
を
決
め
、
各
姑
に
文
書
（
開
文
）
を
殺
給
さ

せ
、
そ
の
文
面
に
一
日
に
進
む
騨
敷
を
明
記
さ
せ
た
う
え
で
、
そ

れ
に
従
っ
て
姑
赤
を
用
い
る
よ
う
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
按

察
司
に
賓
地
に
調
査
さ
せ
て
、
こ
れ
に
違
犯
す
る
者
に
つ
い
て
は

断
罪
し
つ
つ
賓
施
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
騨
馬
が
死
ぬ

こ
と
も
な
く
‘
姑
戸
が
苦
し
む
こ
と
も
な
く
な
る
と
期
待
で
き
よ

う。【註】

〇
限
ー
「
程
限
」
の
意
。
八
四
ー
四
の
註
参
照
。

O
随
路
—

「
諸
路
」
「
各
路
」
な
ど
と
の
使
い
分
け
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

「
随
路
」
は
「
闘
係
す
る
路
」
と
い
っ
た
意
。
「
随
」
は
闘
係
す
る

か
ら
「
任
意
」
に
選
ば
れ
る
。

0
人
員
ー
「
人
」
は
散
階
に

入
流
し
て
い
な
い
者
の
、
「
員
」
は
入
流
し
て
い
る
者
の
量
詞
。

0
計
稟
公
事
ー
こ
の
四
字
で
ひ
と
つ
の
語
で
あ
り
、
「
公
事
を
計
稟

す
る
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
（
『
永
柴
大
典
』
巻
一
九
四
一
七
「
姑
赤
」
（
二
）

所
引
『
純
世
大
典
』
「
（
至
元
）
九
年
八
月
」
の
條
参
照
）
。
「
計
稟
」
に

つ
い
て
（
漢
）
が
「
計
議
和
稟
告
」
と
い
う
訓
を
典
え
て
い
る
の

は
、
こ
の
語
を
「
計
會
」
「
取
稟
」
な
ど
の
語
を
合
成
し
た
省
文
と

考
え
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
今
は
こ
の
案
に
従
う
。

O

一
切
等
物
ー
「
一
切
」
に
「
等
」
が
後
置
さ
れ
る
の
は
漢
語
と
し

て
不
自
然
な
表
現
で
あ
る
。
察
美
彪
『
元
代
白
話
碑
集
録
』
所
牧

「
一
三
ニ
―
年
易
州
龍
興
観
賂
旨
碑
」
（
こ
れ
は
パ
イ
リ
ン
ガ
ル
史
料

で
も
あ
る
。
照
那
斯
圏
『
八
思
巴
字
和
蒙
古
語
文
献
II
文
献
腫
集
』
東
京

外
國
語
大
學
A
.
A
研
、
一
九
九
一
参
照
）
に
「
一
切
等
物
」
の
表
現

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
翻
繹
語
の
可
能
性
も
あ
る
。

〇
闘
文
ー
同
省
内
の
各
部
が
相
互
に
お
く
る
公
文
書
。
こ
こ
で
は
、

各
使
者
に
射
し
て
兵
部
が
出
給
し
、
そ
の
文
書
を
も
と
に
戸
部
が

物
資
・
金
錢
を
出
給
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

O
似
望
ー
『
雪

槻
集
』
巻
一

0
「
奏
議
存
粟
」
「
學
校
」
に
「
已
に
降
し
た
る
詔
旨

に
依
り
て
施
行
せ
ば
、
國
家
の
教
育
も
て
有
方
の
多
士
を
鼓
舞
し

て
倦
ま
ざ
ら
し
め
、
他
日
取
る
に
随
い
て
足
る
に
随
い
、
事
に
臨

の

ぞ

み
て
オ
に
乏
し
き
の
歎
無
く
、
天
下
幸
甚
た
る
を
似
望
ま
ん
」
と

あ
る
。
「
庶
望
」
と
同
様
の
用
法
で
あ
ろ
う
。

八
四
ー
一
三

切
見
、
在
都
貧
難
小
民
、
或
因
事
故
‘
往
往
於
有
力
之
家
典
身
為

隷
゜
如
長
春
一
宮
約
三
十
餘
人
、
元
約
已
渦
、
無
可
償
主
、
致
有

父
子
夫
婦
出
限
敷
年
、
身
執
賤
役
不
能
出
離
。
又
有
親
生
男
女
詭

名
典
嫁
、
其
賓
貨
口
〔
賣
〕
。
此
又
大
傷
風
化
、
（
其
）
〔
甚
〕
不

可
長
。
其
典
雇
身
人
、
如
元
限
已
涌
無
財
可
贖
者
、
今
後
、
合
無

照
依
悟
例
、
令
限
外
為
始
、
以
日
折
庸
、
准
等
元
錢
、
使
之
出
離
。

其
或
典
敷
口
内
、
有
身
故
者
、
除
其
死
者
一
分
之
債
、
至
於
願
求

為
典
雇
身
良
人
限
渦
折
庸
事
朕
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衣
食
者
聴
。
外
拇
典
嫁
不
賓
者
、
乞
厳
行
禁
止
。
如
此
、
不
致
已

久
成
俗
、
而
雇
身
者
、
免
轄
良
為
賤
、
混
滑
無
別
。
不
然
、
迷
失

門
戸
、
耽
惧
差
役
、
深
為
未
便
。
合
行
畢
呈
。

【膵】

自
身
を
抵
営
に
借
金
を
し
た
平
民
は
期
限
が
渦
了
す
れ
ば

努
働
を
金
に
換
算
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
意
見
書

中
都
に
い
る
零
細
な
民
は
、
事
情
に
よ
り
し
ば
し
ば
富
裕
の
家

に
身
賣
り
し
、
下
働
き
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
長
春
宮
に

い
る
三
十
余
人
の
者
た
ち
は
、
期
限
が
来
て
も
返
す
金
が
無
く
、

そ
れ
か
ら
敷
年
経
っ
て
も
賤
し
い
仕
事
に
就
い
た
ま
ま
、
親
子
・
夫

婦
で
そ
こ
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
で
い
る
者
が
い
る
。
さ
ら
に
、
賓

の
子
を
揃
保
に
、
結
婚
に
こ
と
よ
せ
て
金
を
借
り
る
者
が
い
る
が
、

賓
際
に
は
身
賣
り
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
お
上
の
教
化
を
大
い
に

損
な
う
も
の
で
あ
り
、
助
長
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。

自
身
を
抵
営
に
借
金
を
し
、
期
限
が
来
て
も
返
す
金
の
無
い
者

は
、
今
後
は
以
前
か
ら
の
き
ま
り
通
り
、
期
限
切
れ
を
始
め
と
し
、

日
ご
と
に
勢
働
を
換
算
し
て
元
金
を
消
算
し
、
下
働
き
か
ら
抜
け

出
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
金
を
借
り
た
者
の
内
か
ら
死
者

が
で
れ
ば
、
そ
の
死
者
一
人
分
の
借
金
は
帳
消
し
に
す
べ
き
だ
し
、

（
返
清
後
も
そ
こ
で
）
努
働
し
た
い
者
が
い
れ
ば
そ
れ
を
ゆ
る
し
て

や
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
結
婚
が
低
り
で
あ
る
の
に
金
を

借
り
る
者
に
つ
い
て
は
、
厳
し
く
禁
止
す
る
こ
と
を
お
願
い
し
た

い
。
そ
う
す
れ
ば
、
「
典
身
」
が
悪
習
と
な
る
こ
と
も
な
く
、
努
働

を
賣
っ
て
平
民
か
ら
賤
民
に
落
ち
、
「
良
・
賤
が
入
り
交
じ
っ
て
逼

別
が
つ
か
な
い
」
事
態
も
避
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
「
戸
籍
は
な
く
な
る
、
税
は
滞
る
」
で
、
大
雙
不
都
合
に
思
わ

れ
る
。具
呈
書
を
お
く
る
べ
き
で
あ
る
。

【註】
0
良
人
ー
八
四
ー
一
の
註
参
照
。

O
在
都
ー
こ
こ
で
は
中
都

を
い
う
。

O
貧
難
ー
「
老
疾
・
分
房
・
騒
丁
」
（
『
烏
壷
筆
補
』
八

六
ー
三
O
)
、
「
年
老
・
輩
丁
・
女
戸
・
消
乏
」
（
『
烏
驀
筆
補
』
八
七
ー
一

四
）
等
と
と
も
に
、
戸
籍
の
逼
別
を
い
う
用
語
で
あ
ろ
う
。

〇
典
身
・
典
嫁
ー
「
典
」
は
「
質
入
れ
」
の
意
。

O
隷
ー
「
賤
」

と
同
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

O
長
春
一
宮
ー

現
在
の
北
京
に
あ
る
白
雲
観
。
金
朝
時
代
は
天
長
観
と
か
太
極
宮

と
稲
し
た
（
『
金
史
』
「
章
宗
本
紀
」
（
三
）
泰
和
三
年
―
二
月
の
條
）
が
、

丘
慮
機
が
こ
こ
に
住
持
し
た
の
に
因
ん
で
―
ニ
ニ
七
年
に
長
春
宮

と
改
名
（
長
春
は
丘
虜
機
の
道
琥
）
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
を
通
じ
て
全
慎

教
の
一
大
拇
貼
と
な
っ
た
。
『
熙
随
事
略
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
長

春
宮
は
「
亡
金
の
士
」
の
避
難
所
だ
っ
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
本
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八
四
ー
一
四

切
見
、
随
路
連
年
蜻
旱
、
百
姓
飢
乏
者
衆
。
今
春
首
農
務
将
作
、

大
興
力
役
、
擬
浚
治
新
城
壕
堕
。
不
惟
妨
奪
民
時
、
切
恐
轄
致
困

弊
。
合
無
伺
候
秋
熟
畢
作
似
為
未
晩
。
不
然
、
若
従
重
論
、
理
合

先
築
宮
城
、
正

痰
極
之
位
、
使
内
外
有
限
、
以
牡

皇
居
、
然
後
宮
室
可
得
而
議
。
捕
浚
竪
壕
墜
エ
役
、
似
未
宜
先
行
。

為
不
宜
先
浚
新
城
壕
墜
事
欣

（
「
痰
極
」
「
皇
居
」
で
改
行
平
出
）

案
件
に
い
う
「
貧
難
の
小
民
」
は
、
「
亡
金
の
士
」
と
無
闘
係
で
、

全
倶
教
の
政
治
力
を
背
景
に
、
故
意
に
身
賣
り
し
て
税
金
逃
れ
を

お
こ
な
っ
て
い
る
「
遊
手
」
の
よ
う
な
連
中
だ
っ
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。

O
貨
ロ
ー
『
元
人
文
集
珍
本
叢
刊
』
本
に
し
た
が

っ
て
「
賣
」
字
を
補
っ
た
。
「
貨
賣
」
は
「
品
物
と
し
て
賣
る
」
の

意。

O
折
庸
准
等
ー
「
折
庸
」
は
努
働
に
換
算
す
る
こ
と
。

「
准
等
」
の
「
准
」
は
「
准
折
」
の
「
准
」
で
、
「
正
確
に
釣
り
合

う
」
よ
う
に
す
る
の
で
、
こ
れ
も
「
換
算
す
る
」
の
意
に
な
る
。

「
折
庸
准
算
」
に
つ
い
て
は
『
元
典
章
』
「
刑
部
」
(
―
-
）
「
諸
盗
」

(
-
）
「
評
臓
」
「
盗
誠
無
償
折
償
」
参
照
。

O
門
戸
ー
（
漢
）

は
「
家
庭
・
戸
口
」
と
す
る
。

【謁】

先
に
新
城
の
水
路
を
浚
う
べ
き
で
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の

意
見
書

腸
係
の
路
に
あ
っ
て
は
毎
年
蜻
害
・
旱
魃
が
績
き
、
牧
穫
も
な
く

窮
乏
し
て
い
る
民
が
多
い
。
今
、
春
の
初
め
の
農
繁
期
に
際
し
て
、

大
土
木
工
事
を
起
こ
し
、
新
城
の
水
路
を
浚
渫
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
れ
は
輩
に
、
農
繁
期
の
重
要
な
作
業
時
間
を
民
か
ら
奪
う

の
み
な
ら
ず
、
人
々
を
著
し
く
疲
弊
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
秋
の

貰
り
を
待
ち
、
牧
穫
を
あ
げ
さ
せ
て
か
ら
工
事
を
は
じ
め
て
‘
遅

く
は
あ
る
ま
い
。
が
、
も
し
そ
う
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
大
方
の

見
方
に
従
っ
て
先
に
宮
城
を
建
て
、
天
子
の
位
す
る
中
心
を
明
ら

か
に
し
、
内
に
住
む
者
と
外
に
住
む
者
と
を
逼
別
し
て
カ
ア
ン
の

居
場
所
を
牡
麗
な
も
の
に
す
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、

宮
城
内
の
一
っ
―
つ
の
建
物
は
お
の
ず
と
決
ま
っ
て
く
る
は
ず
で

あ
る
。新
城
の
水
路
を
浚
う
努
役
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
先
に
行
う
べ

き
で
は
な
い
。

【註】

〇
壕
堕
ー
こ
こ
に
い
う
「
壕
墜
」
は
外
城
壁
の
周
壕
で
は
な
く
‘

城
内
の
用
水
・
運
河
等
に
開
わ
る
何
ら
か
の
水
路
で
は
あ
る
ま
い
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八
四
ー
一
五

近
知
得
、
河
間
路
任
丘
縣
南
史
村
軍
戸
劉
阿
李
、
為
残
害
海
宵
事
、

将
本
婦
人
腐
断
詑
。
参
詳
、
在
先
為
鷹
隼
・
海
宵
公
事
、
然
省
部
欽

奉聖
旨
、
遍
行
随
路
、
出
榜
省
諭
。
而
農
民
愚
憩
、
月
日
深
遠
不
無

遺
忘
。
兼
海
宵
飛
畢
、
動
輻
千
里
。
切
恐
遠
方
之
人
、
不
知
係
是

車
駕
飛
放
禽
材
。
以
憚
愚
見
、
今
後

御
前
鷹
隼
・
海
育
、
合
無
懸
帯
記
瞼
如
前
朝
牙
牌
之
制
、
毎
遇
春
秋

飛
放
之
時
、
更
令
所
司
、
預
期
将
一
切
禁
忌
違
犯
之
事
重
行
、
厳

為
春
水
時
預
期
告
諭
事
欣

（
「
聖
旨
」
「
御
前
」
で
改
行
平
出
）

か。

0
新
城
宮
城
皇
居
・
宮
室
ー
「
新
城
」
は
後
の
大
都
城

全
膊
、
「
宮
城
」
は
後
の
大
明
殿
・
延
春
閣
を
中
心
と
す
る
空
間
、

「
宮
室
」
は
後
の
「
皇
城
」
内
の
建
物
を
そ
れ
ぞ
れ
指
す
で
あ
ろ

う
。
「
皇
居
」
は
輩
に
「
皇
帝
の
い
る
場
所
」
の
意
で
、
場
所
・
地

域
・
建
物
を
指
す
特
定
性
は
な
い
。
な
お
、
「
新
城
」
を
大
都
と
呼

ぶ
の
は
至
元
九
年
か
ら
。
し
た
が
っ
て
本
案
件
は
至
元
九
年
以
前

に
書
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
『
道
園
學
古
録
』
巻
二
三
「
大
都
城
陸

廟
碑
」
に
よ
れ
ば
、
大
都
城
の
建
設
は
至
元
四
年
正
月
に
始
め
ら

れ
た
と
い
う
。
だ
が
、
本
案
件
の
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
至
元
六
、

七
年
の
段
階
で
、
「
新
城
」
の
賓
質
は
何
も
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

切
省
諭
、
使
農
民
臨
時
又
得
眺
然
通
知
。
如
此
、
登
惟
易
避
難
犯
、

亦
不
致
俣
有
損
害
、
似
為
便
営
。
今
後
、
設
或
復
有
違
犯
之
人
、

乞
送
有
司
、
照
依
札
撒
、
断
罪
施
行
。

【膵】

春
の
鷹
狩
り
の
時
に
は
あ
ら
か
じ
め
指
導
を
行
う
こ
と
に

つ
い
て
の
意
見
書

最
近
知
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
「
河
間
路
任
丘
縣
南
史
村
の
軍
戸
・

劉
阿
李
が
海
宵
を
惨
殺
し
云
々
」
の
件
で
、
す
で
に
そ
の
女
を
虞

刑
し
た
と
い
う
。
思
う
に
、
以
前
に
「
鷹
隼
・
海
宵
の
た
め
に
云
々
」

と
い
う
文
書
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
中
書
省
は
カ
ア
ン
の
お
言
築

を
奉
じ
、
開
係
の
路
に
遁
く
書
類
を
送
っ
て
、
掲
示
を
出
し
て
民

に
悟
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
農
民
は
愚
か
な
も
の
で
、

月
日
が
経
て
ば
忘
れ
て
し
ま
わ
ぬ
と
も
限
ら
な
い
。
加
え
て
、
海

宵
鷹
は
一
度
飛
び
立
て
ば
す
ぐ
に
千
里
の
か
な
た
で
あ
る
。
心
配

す
る
の
は
、
遠
方
の
者
に
は
そ
れ
が
カ
ア
ン
の
放
っ
た
鷹
だ
と
わ

か
ら
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

わ
た
く
し
憚
が
考
え
る
に
、
こ
れ
か
ら
は
、
前
朝
（
金
朝
）
の
牙
牌

の
制
度
の
よ
う
に
、
カ
ア
ン
の
鷹
に
は
目
印
を
付
け
、
春
や
秋
に

は
期
日
に
先
ん
じ
て
、
管
轄
の
部
署
に
「
様
々
な
禁
止
・
違
犯
事
項
」

の
書
類
を
も
う
一
度
送
ら
せ
、
鷹
狩
に
臨
ん
で
農
民
が
そ
の
こ
と
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を
十
分
理
解
し
て
い
る
よ
う
周
知
徹
底
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
す
れ
ば
、
災
難
・
犯
罪
を
回
避
す
る
の
が
容
易
な
だ
け
で

は
な
く
、
誤
っ
て
鷹
が
殺
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
適
営
な
慮
置
の

よ
う
に
思
え
る
。

今
後
、
そ
れ
で
も
な
お
違
犯
す
る
者
が
い
れ
ば
、
役
所
に
送
り
、

ヤ
サ
に
し
た
が
っ
て
断
罪
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【註】
0
春
水
ー
「
春
水
」
は
春
さ
き
に
行
わ
れ
る
鷹
狩
り
の
こ
と
。
こ

れ
と
は
別
に
「
秋
山
」
と
い
う
表
現
も
あ
り
、
こ
れ
は
秋
に
行
わ

れ
る
巻
き
狩
り
を
い
う
。
い
ず
れ
も
『
遼
史
』
『
金
史
』
に
頻
見
さ

れ
る
（
池
内
宏
「
遼
代
春
水
考
」
『
渦
鮮
史
研
究
』
中
世
第
一
冊
、
岡
書
院
、

一
九
三
三
参
照
）
。
ま
た
、
王
憚
『
玉
堂
嘉
話
』
（
八
）
所
引
の
張
徳

輝
「
紀
行
」
に
「
超
春
水
飛
放
故
也
」
と
い
う
表
現
も
み
え
、
本

案
件
に
い
う
「
春
水
」
が
「
鷹
狩
り
」
の
意
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。

O
河
間
路
—
『
元
典
章
』
「
兵
部
」
（
五
）
「
捕
猟
」

「
違
例
」
「
禁
地
内
放
鷹
」
に
、
カ
ア
ン
の
禁
地
の
範
園
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。
東
は
礫
州
、
南
は
河
間
府
、
西
は
中
山
府
、
北
は
宣

徳
府
ま
で
と
い
う
。
本
案
件
は
、
カ
ア
ン
の
禁
地
に
含
ま
れ
る
河

間
路
で
の
事
件
で
あ
る
。

O
劉
阿
李
ー
八
四
ー
一
「
阿
曹
」

の
註
参
照
。
本
案
件
の
場
合
、
「
劉
某
の
妻
、
李
某
」
の
意
。

〇
腐
断
ー
直
膵
開
に
い
う
「
断
按
打
笑
」
も
同
様
で
、
多
く
の
場

合
、
賓
際
に
は
死
刑
を
意
味
し
た
。

O
参
詳
ー
八
四
ー
一
の

註
参
照
。

0
前
朝
牙
牌
之
制
ー
「
牙
牌
の
制
」
に
つ
い
て
は

不
明
だ
が
、
鷹
に
つ
け
る
目
印
を
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
元
典
章
』

「
兵
部
」
（
五
）
「
捕
撒
」
「
飛
放
」
「
鷹
鍋
顔
色
悴
皮
」
に
「
百
姓
、

諸
人
の
鷹
鍋
の
足
に
繋
ぐ
革
は
、
黒
色
を
使
用
せ
よ
。
紅
や
紫
の

混
じ
っ
た
革
を
使
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。
至
元
ニ
―
年
の

右
の
案
件
に
よ
れ
ば
、
誰
の
所
有
す
る
鷹
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
目

印
が
色
分
け
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
「
前
朝
」
は
、
改
行
し

て
い
な
い
た
め
「
金
朝
」
と
繹
出
し
た
が
、
先
代
の
カ
ア
ン
を
指

す
可
能
性
も
あ
る
。

O
春
秋
飛
放
之
時
ー
『
元
史
』
「
世
祖
本

紀
」
（
四
）
至
元
九
年
冬
一

0
月
の
條
に
「
救
し
て
、
七
月
よ
り
十

一
月
の
終
り
に
至
る
は
捕
撒
を
聴
し
‘
餘
月
は
之
を
禁
ず
」
と
あ

る
（
あ
わ
せ
て
『
元
典
華
』
「
兵
部
」
（
五
）
「
捕
臓
」
「
違
例
」
「
禁
治
打
捕

月
日
」
参
照
）
が
、
カ
ア
ン
や
一
部
の
要
人
は
そ
の
限
り
で
は
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

O
札
撒
ー
チ
ン
ギ
ス
の
法
令

y
a
s
a
,
 ya
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a
q
'
j
a
s
a
 ,
 ja
s
a
q
 (
G
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T
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u
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e
 

慧
n
t
e
甘
N
e
u
p
e
r
s
i
s
c
h
e
n

N, 
Nr. 1
7
8
9

参
照
）
。
こ
こ
で
「
照
依
札

撒
断
罪
」
と
い
い
、
「
照
依
已
降
聖
旨
」
「
照
依
已
降
條
格
」
な
ど

と
表
現
し
な
い
の
は
、
「
先
斬
後
奏
（
斬
り
捨
て
御
免
）
」
と
し
て
こ

の
表
現
が
用
い
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い

か。
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